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○○一一定定のの食食糧糧自自給給率率のの確確保保  

岸上  経経済済のの成成熟熟度度はは１１次次よよりり２２次次、、２２次次よよりり  

３３次次とと思思わわれれてて来来たたがが、、１１次次のの農農村村がが疲疲弊弊すするるとと都都

市市もも生生きき残残れれなないい、、１１次次産産業業がが無無いい国国ははなないい、、食食料料

自自給給率率ををどどのの程程度度ににすするるかかははそそれれぞぞれれのの国国がが判判断断

すすれればばよよいいここととだだがが、、農農村村・・農農業業がが衰衰退退すするるとと一一番番

困困るるののはは都都市市のの消消費費者者でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

○○生生ききるるここととはは食食べべるるここととででああるるここととのの理理解解  

岸上  少少数数だだがが、、トトママトトがが土土のの中中でで出出来来るるとと  

思思っってていいるる子子もも有有るる。。球球根根をを植植ええるるととききにに、、根根とと、、

芽芽のの方方向向ををアアベベココベベにに植植ええるる子子ががああるる。。  

  和和式式トトイイレレがが出出来来なないい子子ももああるる。。生生ききるる力力のの衰衰ええ

がが危危惧惧さされれるる。。  

○○若若いい人人達達のの田田園園回回帰帰志志向向  

岸上  22000000 年年以以降降、、3300～～4400 歳歳代代のの、、小小ささなな子子をを連連

れれたた若若いい層層のの農農村村移移住住がが増増ええたた。。  
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巻巻頭頭座座談談会会  

特特集集「「貨貨幣幣とと食食料料」」ににつついいてて考考ええるる  

 

農農村村がが有有りり続続けけるるここととのの必必要要性性  

柑芦会和歌山支部「令和 3年度・支部総会」開催のお知らせ 

 開開催催日日時時：：令令和和４４年年 55 月月 2288 日日（（土土））  午午後後 33 時時 3300 分分～～午午後後 77 時時 3300 分分  
  開開催催場場所所：：ダダイイワワロロイイネネッットトホホテテルル和和歌歌山山  44 階階  ププレレジジーールル  

①支部総会：午後 3 時 30 分～午後 4 時 
②講 演 会：午後 4 時 15 分～午後 5 時 15 分  

講 師：鈴木裕範先生 和歌山大学客員教授・元経済学部教授 
 演 題 「紀伊半島の歴史に学ぶ災害。問われるコミュニティ」 

③懇 親 会：午後 5 時 30 分～午後 7 時 30 分 
      会 費 7.000 円 

         アトラクション：宝子ミニコンサート 
 奮奮っっててのの参参加加ををおお待待ちちししまますす。。支支部部メメーールルアアドドレレスス（（上上記記QQRR ココーードド））ままででごご連連絡絡下下ささいい。。  
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  若若いい人人のの移移住住動動機機ににはは、、農農業業ををすするるたためめにに田田舎舎へへ

移移住住すするるののででははななくく、、田田舎舎でで暮暮ららししななががらら、、つついいでで

にに農農業業ももすするるとといいうう考考ええががああるる。。  

 ババブブルルのの崩崩壊壊以以降降のの日日本本社社会会ししかか知知ららなないい今今のの

学学生生のの中中ににはは、、都都会会でで働働くくののにに比比べべ、、農農業業はは儲儲かからら

なないいととかか、、大大変変なな仕仕事事だだととかか思思わわなないい学学生生ももいいるる。。  

  おおじじいいちちゃゃんんのの家家のの農農業業をを継継ぐぐとと言言うう若若いい人人がが

増増ええてていいるる。。何何ででもも自自分分ででここししららええるる、、おおじじいいちちゃゃ

んんががカカッッココ良良いいとと思思うう若若いい人人がが増増ええてていいるる。。  

  

  

  
○○情情報報化化社社会会をを超超ええたた先先ににああるる社社会会  

マグレビ  経経済済はは常常ににダダイイナナミミッッククにに変変化化ししててゆゆ

くく、、メメガガトトレレンンドド（（大大ききなな時時代代のの流流れれ））をを把把握握すするる

必必要要ががああるる。。  

テテククノノロロジジーーのの進進化化にによよるるＡＡＩＩ技技術術、、機機械械学学習習やや

ビビッッググデデーータタのの活活用用ななどどにによよっってて、、デデジジタタルル・・トトララ

ンンススフフォォーーメメーーシショョンンをを進進めめ、、人人口口・・社社会会変変化化、、経経

済済ググロローーババルル化化、、経経済済力力シシフフトト、、格格差差拡拡大大等等ののメメガガ

トトレレンンドドをを理理解解すするるここととががででききるる。。  

  ここののよよううななメメガガトトレレンンドドにに基基づづきき政政府府がが描描くくソソ

ササイイエエテティィ 55..00時時代代ににおおいいててはは、、ササイイババーーススペペーースス

とと物物理理空空間間がが接接続続すするる。。  

ソソササイイエエテティィ 22..00 時時代代にに中中心心ででああっったた農農業業ががどど

ののよよううなな形形ににななるるかかををイイメメーージジすするるとと、、魅魅力力有有るる農農

村村・・農農業業像像をを描描くくここととがが出出来来るるののででははなないいかか。。  

  

○○リリススクク移移転転・・シシフフトトのの手手段段ととししててのの金金融融  

マグレビ  予予測測ででききなないい経経済済ダダイイナナミミッッククススやや新新

型型ココロロナナ等等にによよるる不不確確実実性性がが高高ままるる中中でで、、そそれれららのの

リリススククにに対対すするる農農業業・・工工業業・・ササーービビスス業業のの生生産産者者・・

企企業業のの行行動動はは、、経経済済活活動動、、経経済済成成長長のの見見込込みみ、、リリスス

クク・・リリタターーンンのの関関係係をを変変ええるる。。  
  リリススククはは他他者者にに移移転転やや転転嫁嫁すするるだだけけでではは無無くくなな

ららなないいここととはは確確実実ででああるる。。例例ええばば、、負負債債にによよるる資資金金

提提供供者者はは農農業業活活動動等等にに伴伴ううリリススククをを回回避避すす

るるたためめ、、活活動動結結果果とと関関係係ななくく予予めめ決決めめらられれたた

収収益益率率をを得得らられれるるここととににななるる。。ししかかしし農農業業等等

にに移移転転さされれたたリリススククははななくくななるるわわけけででははなな

いいののでで、、不不良良債債権権のの問問題題がが生生じじるる。。  

ここののよよううににリリススクク移移転転にによよっってて 22000077--0088

年年のの米米国国金金融融危危機機がが発発生生ししたた。。最最終終的的にに、、公公

的的資資金金（（国国民民のの税税金金））をを用用いいてて、、第第三三者者へへとと

リリススクク転転嫁嫁・・シシフフトトがが進進みみ、、負負債債問問題題をを解解決決

すするるたためめ負負債債をを増増加加せせざざるるをを得得なないい対対策策ととななるる。。  

ままたた、、おお金金ががおお金金をを生生むむ利利子子のの制制度度はは、、トトママ・・ピピケケ

テティィ「「2211世世紀紀のの資資本本」」ににああるるよよううにに格格差差をを拡拡大大しし、、

格格差差社社会会をを生生みみ出出すす。。  

  農農業業をを含含めめてて、、すすべべててのの経経済済活活動動ににつついいてて、、痛痛みみ

をを伴伴わわなないいとと利利益益はは得得らられれなないいたためめ、、資資産産をを共共有有すす

るるののででははななくく、、リリススククををシシェェアア((共共有有))すするるここととにによよ

っってて、、ななくくななるるここととははなないいリリススククをを分分散散化化すするるこことと

がが重重要要ででああるる。。  

個個人人ままたたはは社社会会ののリリススクク許許容容度度にによよっってて投投資資機機

会会がが自自由由にに決決めめらられれるる。。経経済済公公平平性性ののたためめ、、イイススララ

ムム金金融融でではは利利子子はは認認めめらられれてていいなないい、、投投資資にに見見合合っっ

たた成成果果のの配配分分をを得得るるだだけけだだ。。出出資資相相手手がが損損失失をを出出しし

てていいるるののにに、、出出資資者者だだけけがが固固定定的的なな利利子子所所得得をを得得るる

ここととはは認認めめなないい。。  

利利子子・・負負債債にに基基づづくく資資本本主主義義はは全全世世界界にに広広ががりり、、

そそれれししかか無無いいとと思思わわれれてていいるるかかももししれれなないいがが、、ゼゼロロ

金金利利金金融融政政策策ににおおけけるる利利子子ののなないい仕仕組組みみ、、ベベンンチチャャ

ｿｿｻｻｲｲｴｴﾃﾃｨｨ 55..00 時時代代のの農農村村農農業業ををイイメメーージジすするる  
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ーー企企業業、、パパーートトナナーーシシッッププにによよるる関関係係ももああるる。。  

  「「新新ししいい資資本本主主義義」」はは単単ななるる富富のの再再分分配配をを目目指指すす

だだけけでではは終終わわららずず、、金金融融恐恐慌慌やや格格差差のの根根本本問問題題もも解解

決決すするる必必要要ががああるる。。ここれれかかららのの農農業業をを考考ええるるううええでで

もも、、ここれれままでで政政府府がが提提供供ししてていいなないい仮仮想想通通貨貨のの本本質質

ととフファァイイナナンンススににおおけけるるリリススクク移移転転・・リリススクク共共有有へへ

のの理理解解はは重重要要だだ。。  

  

○○食食料料問問題題にに対対すするる政政府府のの役役割割・・  
市市場場メメカカニニズズムム  

マグレビ 持持続続可可能能

なな社社会会・・人人命命のの保保護護

ににととっってて教教育育、、医医療療、、

食食料料・・エエネネルルギギ――等等

ににおおけけるる政政府府のの役役割割

とと市市場場原原理理ののババラランン

ススはは重重要要だだ。。社社会会はは

リリススククをを共共有有すするる正正

ししいい仕仕組組みみをを構構築築すす

るる必必要要ががああるる。。  
 
 
  

○ 時時代代のの大大ききなな流流れれをを読読みみ取取るるチチカカララのの醸醸成成  

マグレビ  経経済済学学研研究究科科改改革革でで設設けけたた複複数数ププロロググ

ララムムのの中中でで、、ササスステテイイナナブブルルアアググリリビビジジネネスス&&フフーー

ドドシシスステテムム、、エエネネルルギギーー・・アアナナリリテティィククスス&&政政策策、、

イイススララムム金金融融・・経経済済学学、、都都市市・・地地域域とと交交通通ななどどがが全全

国国のの唯唯一一のの学学際際的的教教育育研研究究ププロロググララムムででああるる。。  

学学生生ににはは食食料料問問題題をを含含めめてて、、幅幅広広くくいいろろんんななこことと

をを考考ええてて欲欲ししいい。。分分析析力力・・批批判判的的なな思思考考をを身身にに付付けけ、、

経経済済社社会会ののダダイイナナミミククススにに対対応応しし，，多多様様なな主主体体とととと

ももにに人人類類のの未未来来をを創創るる意意思思決決定定者者・・リリーーダダーー（（協協創創

人人材材））をを育育成成すするるここととがが目目的的ででああるる。。  

  

○○農農村村・・農農業業・・食食料料ににつついいててのの知知識識経経験験をを得得るる  

岸上  農農業業をを全全学学解解放放授授業業ににししてていいるる。。  

受受講講前前ににはは、、農農業業はは要要ららなないいととかか、、重重要要ででなないいとと

思思っってていいたた学学生生のの認認識識がが変変わわるる。。  

学学生生のの中中ででもも農農学学部部ででなないい自自分分たたちちのの研研究究はは農農

業業とと関関係係なないいとと思思っってていいたたののがが、、農農業業にに役役立立つつとといい

ううここととをを理理解解すするるよよううににななるる。。  

  

○○学学部部をを越越ええたた総総合合力力でで地地域域課課題題にに取取組組むむ  

岸上 学学部部をを超超ええてて、、各各学学部部のの、、主主にに若若手手研研究究者者とと

共共同同でで、、各各人人のの専専門門分分野野をを持持ちち寄寄りり、、和和歌歌山山県県下下のの

農農村村地地域域のの課課題題研研究究のの取取りり組組みみをを進進めめてていいるる。。  

  

  

ママググレレビビ先先生生略略歴歴  
出身 チュニジア共和国 
 
1986 年 チュニス大学  
1991 年 和歌山大学 経済学研究科修士課程修了

1994 年 大阪大学   経済学研究科   経済学博士 
研究分野 
人文・社会 / 経営学 / 金融、ファイナンス / 公共

経済、労働経済 
 
 
岸岸上上先先生生  略略歴歴  
2000 年 和歌山大学   経済学部   経済学科 卒業   
2005 年 大阪府立大学 大学院農学生命科学研究科     
博士後期課程 修了 博士（農学） 
研究分野 
人文・社会 / 食料農業経済 / 環境・農学 / 農業社

会構造  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

和和歌歌山山大大学学のの取取りり組組みみ  

 

        
        フフェェイイススブブッッククググルルーーププ  

    柑柑芦芦和和歌歌山山  
      （（ここううろろわわかかややまま））  

地域・大学・同窓 共感のネットワーク 

和和歌歌山山大大学学にに繋繋ががるる方方なならら、、  
                      どどななたたででもも参参加加ででききまますす。。  
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【【ははじじめめにに】】  

22001122 年年にに東東京京のの大大田田区区のの八八百百屋屋ささんんかからら始始ままっっ

たた子子どどもも食食堂堂はは、、22002211年年ににははととううととうう 66000000をを越越すす

数数ととななりりままししたた。。私私がが和和歌歌山山でで初初のの誰誰がが来来ててももよよいい

「「子子どどもも食食堂堂」」をを始始めめたたののがが、、22001166年年のの春春。。そそののここ

ろろはは全全国国ででままだだ３３００００余余りりししかか子子どどもも食食堂堂ははあありり

まませせんんででししたた。。  

  今今回回ののレレポポーートトでではは、、ままずず「「子子どどもも食食堂堂」」ととははどど

んんなな活活動動かかににつついいてて説説明明ををささせせてていいたただだきき、、そそのの上上

でで私私がが主主宰宰すするる『『中中之之島島子子どどもも食食堂堂』』のの活活動動ににつついい

てて書書かかせせてていいたただだききまますす。。  

  

11..「「子子どどもも食食堂堂」」ととはは何何かか  

  「「子子どどもも食食堂堂」」とと聞聞いいたたととききにに多多くくのの人人がが真真っっ

先先にに思思いい浮浮かかべべるるののはは子子どどもものの貧貧困困問問題題ととリリンンクク

ささせせ、、食食事事にに困困るる子子どどももたたちちにに食食事事をを提提供供すするるととここ

ろろななののかかももししれれまませせんん。。  

実実際際ににママススココミミがが子子どどもも食食堂堂をを取取りり上上げげるるとときき、、

そそののほほととんんどどががそそうういいっったた切切りり口口のの記記事事ととななっってて

いいまますす。。  

ししかかししななががらら「「子子どどもも食食堂堂」」のの付付けけ親親ででああるる『『気気

ままぐぐれれ八八百百屋屋だだんんだだんん店店主主』』近近藤藤博博子子ささんんにによよれればば、、

「「子子どどもも食食堂堂ととはは、、子子どどももがが一一人人ででもも安安心心ししてて来来らら

れれるる無無料料ままたたはは低低額額でで食食事事をを提提供供すするるととこころろ」」がが子子

どどもも食食堂堂のの定定義義でですす。。ここここににはは、、貧貧困困家家庭庭ととかかのの括括

りりははあありりまませせんん。。ちちょょううどどそそのの頃頃にに政政府府がが子子どどもものの

相相対対的的貧貧困困率率ののデデーータタをを公公式式発発表表しし、、６６人人にに 11人人がが

貧貧困困ででああるるとと認認識識さされれるるよよううににななりり、、子子どどもも食食堂堂のの

活活動動がが子子どどももたたちちにに食食事事をを提提供供すするるとといいううわわかかりり

ややすすいい活活動動だだっったたたためめ貧貧困困対対策策とと紐紐づづけけててママススココ

ミミにに取取りり上上げげらられれ、、そそううイイメメーージジさされれるるここととととななっっ

たたののでですす。。  

子子どどもも食食堂堂とと一一口口にに言言っっててもも実実際際のの活活動動はは、、活活動動

のの目目的的・・活活動動のの頻頻度度（（回回数数））・・活活動動母母体体・・開開催催場場所所等等

ににおおいいててままちちままちちでですす。。  

例例ええばば活活動動のの目目的的でではは「「子子どどもものの貧貧困困対対策策」」「「地地

域域ののつつななががりりのの新新たたななププララッットトフフォォーームム」」「「居居場場所所

づづくくりり」」でであありり、、そそのの回回数数はは、、月月にに１１・・22回回がが最最もも

多多くく、、年年にに何何回回かかのの不不定定期期開開催催やや、、逆逆にに週週にに数数回回のの

ととこころろももあありりまますす。。ままたた活活動動母母体体もも私私ののよよううにに個個人人

ででややっってていいるるととこころろかからら NN  PP  OO法法人人・・企企業業・・福福祉祉関関

係係ささららににはは市市町町村村ののととこころろももあありりまますす。。母母体体ののちちがが

いいかからら開開催催場場所所もも個個人人宅宅かかららココミミュュニニテティィセセンンタタ

ーー、、学学校校やや普普段段普普通通にに営営業業ししてていいるる食食堂堂ととままちちままちち

でですす。。  

ここれれはは子子どどもも食食堂堂とといいうう活活動動がが社社会会政政策策ととししてて

始始ままっったたももののででははななくく、、社社会会現現象象ととししてて広広ががりりをを見見

せせたたかかららででああるるとと考考ええらられれまますす。。ここのの自自発発性性とと多多様様

性性ここそそがが子子どどもも食食堂堂のの特特色色ででああるるとと私私はは思思っってていい

まますす。。  

ととこころろがが、、子子どどもも食食堂堂がが広広ががるるににつつれれ、、本本来来行行政政

がが行行わわななけけれればばななららなないい子子どどももやや貧貧困困家家庭庭にに対対すす

るる施施策策をを補補助助金金やや助助成成金金をを与与ええるるここととでで子子どどもも食食

堂堂ににそそのの役役割割をを担担わわせせるるよよううににななっっててききままししたた。。  

例例ええばば学学習習支支援援とと称称ししてて子子どどもも食食堂堂にに来来るる子子どど

ももにに対対しし宿宿題題ををみみたたりりすするるここととでで金金をを出出しし、、新新型型ココ

ロロナナウウイイルルススのの感感染染者者がが増増ええててくくるるとと、、学学校校がが休休みみ

ににななっったた代代替替にに子子どどもも食食堂堂をを運運営営すするるここととでで助助成成

中之島子ども食堂というささやか

な取り組みについて 

中中之之島島子子どどもも食食堂堂代代表表    
              新新家家  貢貢（（教教育育学学部部 3333 期期生生））  
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金金をを出出すすとといいいい、、ははたたままたた子子どどもものの虐虐待待防防止止にに子子どど

もも食食堂堂をを被被せせてて市市町町村村単単位位ででははあありりまますすがが、、11,,000000

万万円円とといいうう多多額額なな補補助助金金がが出出さされれたたりりももししてて、、残残念念

ななががららそそれれららのの金金ををアアテテにに活活動動ししてていいるるととこころろもも

ななききににししももああららずずとといいっったた状状況況でですす。。  

  

22..『『中中之之島島子子どどもも食食堂堂』』とといいうう取取りり組組みみ  

  私私がが代代表表をを務務めめるる「「中中之之島島子子どどもも食食堂堂」」はは、、そそのの

名名のの通通りり和和歌歌山山市市中中之之島島でで開開催催ししてていいまますす。。  

中中之之島島子子どどもも食食堂堂はは、、代代表表をを務務めめるる私私のの軽軽いい気気持持

ちちかからら始始ままりりままししたた。。当当時時私私はは和和歌歌山山県県青青少少年年育育成成

協協会会ささんんのの依依頼頼ででジジュュニニアアリリーーダダーーのの育育成成のの講講師師

ををししたたりり、、子子育育ててやや能能力力開開発発のの講講演演をを県県下下各各地地ででしし

てていいままししたた。。  

そそのの中中でで地地域域ののつつななががりりをを深深めめ思思いいややりりのの心心をを

育育むむたためめにに東東北北地地方方でで行行ななわわれれてていいるる「「芋芋煮煮会会」」やや

そそれれぞぞれれのの地地域域でで週週にに一一度度「「みみんんななでで朝朝ごごははんんをを」」

ののよよううななみみんんななでで食食事事ををすするる活活動動をを提提案案ししてていいまま

ししたた。。提提案案ししたた時時ににはは皆皆ささんん「「いいいいねね」」とと言言っっててくく

れれるるののでですすがが、、ななかかななかか実実現現にに至至ららずず、、そそれれななららばば

自自分分ででそそうういいうう機機会会をを作作ろろううとといいううここととでで、、SS  NN  SS

でで呼呼びびかかけけたたここととがが子子どどもも食食堂堂をを始始めめるるききっっかかけけ

ににななりりままししたた。。ももちちろろんん私私自自身身がが毎毎日日 11人人でで食食事事しし

てていいままししたたののでで、、私私自自身身がが誰誰よよりりもも子子どどもも食食堂堂（（＝＝

みみんんななでで食食事事ががででききるる居居場場所所））をを欲欲ししてていいたたののででああ

りりまますす。。  

当当日日地地方方紙紙のの取取材材がが入入っったたここととももああっってて、、大大ききなな

反反響響ががあありり、、食食べべにに行行ききたたいい人人、、自自分分もも調調理理のの手手伝伝

いいををししたたいい人人かからら多多数数連連絡絡ががあありりままししたた。。  

そそううししてて始始めめたた中中之之島島子子どどもも食食堂堂はは、、ここのの４４月月でで

77年年目目ととななりりまますす。。開開催催場場所所をを変変ええななががらら今今はは橋橋詰詰

鍼鍼灸灸整整骨骨院院ささんんのの２２階階ををおお借借りりししてて第第１１水水曜曜日日とと

第第３３土土曜曜日日のの月月２２回回開開催催ししてていいまますす。。  

  「「みみんんななでで食食べべるるとと食食事事はは美美味味ししいい、、楽楽ししいい」」をを

キキャャッッチチフフレレーーズズにに子子どどももかからら昔昔子子どどももだだっったた大大

人人ままででどどななたたででもも大大人人 330000円円、、子子どどもも無無料料でで参参加加しし

ててももららっってていいまますす。。  

  私私たたちちがが生生活活すするる「「家家庭庭」」・・「「学学校校やや職職場場」」にに次次ぐぐ

「「第第３３のの場場所所（（ササーードドププレレイイスス））」」ととななるるべべくく子子どど

もも食食堂堂とといいうう名名のの「「居居場場所所」」をを目目指指ししてていいまますす。。  

  中中之之島島子子どどもも食食堂堂はは、、助助成成金金やや補補助助金金にに頼頼ららずず大大

人人 330000 円円のの会会費費とと活活動動にに賛賛同同ししててくくだだささるる方方々々かか

ららのの食食材材等等のの提提供供だだけけでで運運営営ししてていいまますす。。  

  県県でで初初めめててののオオーーププンンなな子子どどもも食食堂堂だだっったたせせいい

ももあありり、、開開催催当当初初はは本本当当にに多多くくのの方方々々がが子子どどもも食食堂堂

にに来来ててくくれれままししたた。。中中ににはは子子どどもも食食堂堂をを始始めめたたいいとと

いいうう個個人人やや団団体体のの方方もも来来ててくくだだささいいままししたた。。個個人人でで

相相談談にに来来らられれるる人人ににはは、、子子どどもも食食堂堂をを始始めめるるノノウウハハ

ウウををおお伝伝ええすするるののでですすがが、、団団体体でで子子どどもも食食堂堂をを始始めめ

よよううととさされれるる人人かかららはは決決ままっってて同同じじ質質問問ををさされれまま

ししたた。。「「おお金金（（助助成成金金））ははいいくくららももららっっててるる？？」」私私がが

「「何何ももももららっってていいまませせんん」」とと答答ええるるとと必必ずず「「そそれれじじ

ゃゃああ長長続続ききししなないいなな」」とと言言わわれれままししたた。。  

  おおかかげげささままでで目目下下県県内内でで一一番番長長続続ききししてていいるる子子

どどもも食食堂堂でですすがが、、助助成成金金等等ををいいたただだかかなないい理理由由はは二二

つつあありりまますす。。  

一一つつ目目はは助助成成金金ををももららううたためめのの手手続続ききがが邪邪魔魔くく

ささくく、、難難ししいいかかららでですす。。助助成成金金やや支支援援金金ををいいたただだくく

たためめににはは、、申申請請書書をを出出ささななくくててははななりりまませせんん。。そそここ

ににはは  

11..団団体体ででああるるこことと（（ううちちはは個個人人ででややっっててるる））。。団団体体

ととはは、、役役員員ががいいてて、、定定款款ががああるるこことと（（どどちちららももなないい。。

ススタタッッフフはは趣趣旨旨にに賛賛同同ししてて来来ててくくれれるる人人たたちちでですす））

22..年年間間計計画画  

33..予予算算案案等等々々。。  

多多分分 NN  PP  OO やや法法人人ににはは当当たたりり前前でで容容易易ななここととだだ

ろろううとと思思いいまますすがが、、たただだののおおっっちちゃゃんんににはは敷敷居居がが高高

いいでですす。。私私はは子子どどもも食食堂堂とといいうう取取りり組組みみはは、、そそれれここ

そそ地地域域ののおおっっちちゃゃんんおおばばちちゃゃんんがが近近所所のの子子どどももをを

集集めめてて一一緒緒ににごご飯飯をを食食べべるるよよううななももののだだとと思思っってて

いいまますす。。思思いい立立っったたらら誰誰ででももがが始始めめらられれるる活活動動ななのの

にに、、そそののたためめのの助助成成金金ががおおっっちちゃゃんんおおばばちちゃゃんんににはは

申申請請すするるここととがが難難ししいいももののだだととししたたらら、、逆逆にに子子どどもも

食食堂堂をを始始めめるるととききののハハーードドルルをを高高くくししてていいるるののでで

ははなないいかかとと思思いいままししたた。。  

二二つつ目目はは、、ここのの活活動動ははおお金金ががほほととんんどどかかかかららなないい

かかららでですす。。子子どどもも食食堂堂をを始始めめたた当当初初ににポポケケッットトママネネ

ーーかからら数数万万円円（（とと言言っっててもも１１、、２２万万でですすがが））出出ししたた

だだけけでで、、ああととはは 330000円円のの会会費費とといいたただだいいたた食食材材、、無無

償償でで提提供供ししてていいたただだいいたた場場所所、、全全員員手手弁弁当当ののススタタッッ

フフでで運運営営ししてていいまますす。。        
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子子どどもも食食堂堂ににはは、、開開催催すするる箱箱

（（会会場場））のの大大ききささのの分分だだけけ参参加加者者

ががあありり、、大大ききなな会会場場でで開開催催ししてていい

たたととききはは、、110000 人人をを超超ええるる参参加加者者

ががああっったたりりももししままししたた。。そそのの時時もも

参参加加すするる大大人人のの会会費費330000円円とといいたた

だだいいたた食食材材でで賄賄っってていいままししたた。。  

よよくく他他のの子子どどもも食食堂堂ささんんかからら

運運営営費費がが食食材材購購入入だだけけでで毎毎回回数数

万万円円ははかかかかるるののにに何何のの助助成成金金もも

ももららわわずずににどどううややっっててるるののかかとと

聞聞かかれれまますす。。ううちちととししててはは逆逆にに、、

ななぜぜそそんんななにに金金ががかかかかるるののかかとと

思思ううののでですすがが、、ううちちはは開開催催日日のの２２

日日前前ままででににいいたただだいいたた食食材材とと残残

っってていいるる食食材材ででメメニニュューーをを考考ええてていいるるののでで購購入入すす

るるももののをを最最小小限限にに抑抑ええてていいまますすがが、、話話をを聞聞くくとと食食材材

のの提提供供はは同同じじよよううににああるるののでですすがが、、先先ににメメニニュューーをを

決決めめてていいるるののででいいたただだいいたた食食材材ででははななくく、、メメニニュューー

にに必必要要なな食食材材をを一一かからら購購入入ししてていいるるたためめににおお金金がが

かかかかっっててししままっってていいるるののだだととわわかかりりままししたた。。  

ここれれまま

でで中中之之島島

子子どどもも食食

堂堂ににはは多多

くくのの方方のの

参参加加ががああ

りりままししたた。。

そそのの大大半半はは、、子子どどももささんんととそそののおお母母ささんんでですすがが、、中中

ににははひひととりり暮暮ららししののおおじじいいささんんやや、、ごご家家族族揃揃っっててのの

参参加加ももあありりままししたた。。参参加加者者のの中中ににはは、、ももちちろろんん貧貧困困

家家庭庭のの方方ががいいたたりり、、そそううででなないい方方々々、、日日々々のの生生活活のの

中中でで孤孤独独感感やや寂寂ししささをを感感じじるる人人、、いいろろんんなな人人がが来来てて

くくれれまますす。。参参加加すするる対対象象にに制制限限をを設設けけずず、、ここここにに来来

ててみみんんななでで食食事事すするるここととがが心心地地いいいいとと思思っっててももらら

ええたたららそそれれででいいいいとと思思っってていいまますす。。  

  

【【終終わわりりにに】】  

  何何かか新新ししくくここととをを起起ここすすととききにに、、よよくく言言わわれれるるのの

はは「「ヒヒトト」」「「モモノノ」」「「カカネネ」」ををどどううすするるかかとといいううこことと

ににななりりまますす。。私私はは、、「「モモノノ」」ななしし、、「「カカネネ」」ななししでで子子

どどもも食食堂堂をを始始めめままししたた。。幸幸いいななここととにに呼呼びびかかけけにに応応

じじててくくれれるる「「ヒヒトト」」ははいいままししたた。。  

私私はは今今もも日日本本でで一一番番貧貧ししいい子子どどもも食食堂堂のの主主催催者者

だだとと自自負負ししてていいまますす。。子子どどもも食食堂堂をを始始めめててももうう 77年年

目目をを迎迎ええるるとといいううののにに、、いいままだだにに周周囲囲のの人人かからら「「ボボ

ラランンテティィアアとといいううののはは、、ああるる程程度度生生活活のの余余裕裕ののああるる  

人人ががすするるももののでで、、おお前前ののよよううにに食食ううににもも困困るるよよううなな

者者ががすするるここととじじゃゃなないい」」ななどどとと言言わわれれてていいまますす。。  

  ししかかしし私私がが自自分分のの「「思思いい」」をを伝伝ええるるここととでで、、そそれれ

をを聞聞いいててくくれれたた人人がが私私のの「「思思いい」」をを他他人人事事ででははななくく  

自自分分ごごととののよよううにに受受けけ取取っってて、、手手弁弁当当でで駆駆けけつつけけてて

くくれれ、、食食材材やや活活動動場場所所をを提提供供ししててくくれれてていいまますす。。年年

金金がが入入るるたたびびにに子子どどもも食食堂堂ににおお米米やや調調味味料料をを持持っっ

ててききててくくだだささるるおおじじいいささんん。。ううちちのの子子どどもも食食堂堂ののたた

めめにに野野菜菜をを作作っっててくくれれるる人人。。食食後後ののデデザザーートトににととケケ

ーーキキをを差差しし入入れれししててくくれれるるケケーーキキ屋屋ささんん。。「「ささすすがが

にに肉肉だだけけははいいたただだけけなないいななああ」」とと言言っっててたたらら毎毎回回のの

よよううにに必必要要ななだだけけ鶏鶏肉肉をを提提供供ししてていいたただだけけるるこことと

ととななりり、、おお弁弁当当屋屋ささんんががととききどどききおお肉肉をを持持っっててききてて

くくれれるるよよううににななりりままししたた。。ここちちららかからら食食材材ををくくだだささ

いいとと依依頼頼ししたたわわけけででももなないいののにに、、活活動動をを聞聞ききつつけけてて

使使っっててとと食食材材ととかかをを届届けけててくくだだささるるたたびびにに「「世世のの中中

っっててままだだままだだ捨捨ててたたももののででははなないいなな」」とと思思いいまますす。。  

  中中之之島島子子どどもも食食堂堂のの財財布布ににはは今今日日もも数数千千円円ししかか

入入っってていいまませせんん。。ででもも、、今今後後もも活活動動をを継継続続ししてていいくく

ここととにに不不安安ははままっったたくくあありりまませせんん。。助助成成金金ははアアテテにに

ししてていいまませせんんがが、、私私はは世世のの中中ををアアテテににししてていいまますす。。  
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今今、、わわたたししはは埼埼玉玉のの飯飯能能市市とといいううままちちにに住住んんででいい

まますす。。関関東東平平野野のの端端ににああるる、、都都会会かからら近近いい田田舎舎ののよよ

ううなな場場所所でですす。。  

大大学学ににいいるる頃頃、、那那智智勝勝浦浦やや田田辺辺ななどど、、農農村村にに行行くく

機機会会にに恵恵ままれれ、、そそれれががききっっかかけけでで農農業業にに関関心心をを持持ちち

ままししたた。。卒卒業業後後はは有有機機野野菜菜のの販販売売のの仕仕事事ををししてていいまま

ししたたがが、、いいろろいいろろなな縁縁ががあありり今今はは埼埼玉玉でで有有機機食食品品のの

輸輸入入のの仕仕事事ををししてていいまますす。。  

ももととももとと和和歌歌山山やや国国内内のの農農家家ささんんががつつくくっったたもも

ののをを流流通通ささせせるるここととにに興興味味ががああっったたののでですすがが、、今今はは

輸輸入入品品をを扱扱うう立立場場ととななりり、、そそれれははそそれれでで意意義義ががああるる

とと思思ううもものののの、、自自分分のの目目

指指ししてていいたたこことととと、、仕仕事事

がが少少ししずずれれてていいるるこことと

をを感感じじまますす。。  

そそれれももそそれれでで課課題題なな

ののでですすがが、、会会社社ととししてて輸輸

入入業業ががメメイインンででああるるここ

ととはは変変わわららなないいののでで、、そそ

のの中中でで今今自自分分ののででききるる

ここととをを探探ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

和和歌歌山山ののおお茶茶やや山山椒椒をを、、会会社社のの持持っってていいるる販販路路でで

細細々々ととでですすがが扱扱っったたりりししててききままししたた。。たただだ、、埼埼玉玉とと

ははいいええ田田舎舎ににああるる会会社社でで、、そそももそそもも自自分分たたちちがが野野菜菜

もも何何もも育育てててていいなないいののははどどううななののかか、、とといいうう気気持持ちち

がが湧湧いいててききままししたた。。  

会会社社ののままわわりりにに畑畑  がが広広ががっってていいてて、、田田舎舎ととししてて

のの良良ささががああるるののにに、、そそのの環環境境をを生生かかせせてていいなないいののがが

現現状状でですす。。どどううししてていいくくののがが良良いいののかか答答ええはは見見つつかか

っってていいまませせんんがが、、手手始始めめととししてて会会社社でで畑畑をを借借りりてて、、

野野菜菜をを育育てててていいまますす。。      

数数人人でで分分かかららなないいこことともも多多くく、、他他のの仕仕事事をを優優先先しし

てて畑畑をを放放置置ししててししままっったたりりとと、、決決ししててううままくくいいっってて

いいるるととはは言言ええまませせんんがが、、そそここかからら何何かか次次のの行行動動をを考考

ええるる材材料料がが得得らられれたたららいいいいななとと思思っってていいまますす。。今今年年

はは大大豆豆をを育育てててて、、近近くくのの納納豆豆屋屋ささんんでで納納豆豆ににししてて、、

数数個個ででああっっててももそそれれをを商商品品ととししてておお店店でで販販売売すするる

ここととをを目目指指ししてていいまますす。。

（（去去年年はは大大豆豆をを虫虫にに食食

べべらられれてて、、失失敗敗ししまましし

たた。。））  

ああままりり大大ききいいここととはは

考考ええらられれなないいののでですすがが、、

小小ささいいここととをを少少ししずずつつ

起起ここししななががらら、、次次ににでで

ききるるここととをを考考ええてていいけけ

たたららいいいいななとと思思っってていい

まますす。。  

  
  
  
  
  
  
 

 

 

 

 

 

 
 

和和歌歌山山とと埼埼玉玉とと畑畑  

市市原原  諭諭  シシスステテムム工工学学研研究究科科  

        環環境境社社会会情情報報ククララススタタ（（平平成成 2222年年卒卒））  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

ジジャャンンルルをを問問いいまませせんん読読んんだだ書書物物をを評評価価をを交交ええてて紹紹介介ししああいいまますす。。    
会会費費不不要要・・出出欠欠自自由由・・入入退退会会自自由由                   

和歌山大学に繋がる方なら、どなたでも参加可  毎月第４火曜日が例会  
お問併せ：iplaza_2012@yahoo.co.jp 

地域・大学・同窓の絆（きずな） 

  「和歌山ぶらくり会」を立ち上げます 
和歌山大学に繋がる方なら、どなたでも参加可 

２０２２年 １１月 初旬 発会予定 

※後日、ホームページ・メール等でご案内します 

http://kourowakayama.com/ 

 
 
 
 

実実はは、、単単ななるる  
飲飲みみ会会 

 

紀紀雲雲書書評評同同好好会会  
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「「わわたたぼぼううししくくららぶぶ」」がが目目指指ししたたもものの  

私私がが「「わわたたぼぼううししくくららぶぶ」」とといいうう非非営営利利のの任任意意団団

体体をを立立ちち上上げげたたののはは、、1122 年年前前ののここととでですす。。そそのの頃頃

のの目目指指ししたたここととをを綴綴りりまますす。。  
当当時時もも耕耕作作放放棄棄地地がが増増ええててききてていいるる現現状状をを直直視視

ししてて、、耕耕作作放放棄棄地地をを再再生生ししよよううとといいうう想想いいをを持持っったた

同同志志ととのの取取りり組組みみがが大大ききなな動動機機ととななりりままししたた。。  
耕耕作作放放棄棄地地をを週週末末にに癒癒ししのの場場にに変変ええるるププロロジジェェ

ククトトにに取取りり組組みみままししたた。。疲疲弊弊ししたた現現代代社社会会ににおおいいてて

はは、、自自殺殺者者のの増増加加、、希希薄薄なな人人間間関関係係、、鬱鬱ななどどのの精精神神

上上のの病病、、ババーーンンアアウウトトななどどスストトレレスス社社会会をを象象徴徴すするる

よよううなな状状況況がが進進んんででいいままししたた。。  
  
アアググリリヒヒーーリリンンググへへ  

そそののよよううなな厳厳ししいい現現実実のの中中、、耕耕作作放放棄棄地地をを再再生生しし

てて、、週週末末、、自自然然をを感感じじななががらら、、家家族族ととのの時時間間をを楽楽しし

むむたためめにに通通うう場場所所づづくくりりをを目目指指ししままししたた。。北北欧欧ややデデ

ンンママーーククでではは、、ココロロニニへへーーヴヴとと言言わわ

れれてていいるる取取りり組組みみをを参参考考ににししまましし

たた。。  11 区区画画にに小小ささなな小小屋屋とと小小ささなな庭庭

ががあありり、、そそれれがが 55 つつ以以上上集集ままっってていい

るる集集合合体体ののここととをを「「ココロロニニヘヘーーヴヴ」」

とと呼呼びびまますす。。““ももっっととゆゆっっくくりり自自然然

とと関関わわりりななががらら日日常常をを楽楽ししももううよよ””

ををココンンセセププトトににししままししたた。。  
  
耕耕作作放放棄棄地地をを再再生生ししてて、、野野菜菜やや花花

をを育育ててるるここととははアアググリリヒヒ－－リリンンググ

とといいうう心心のの癒癒ししににななるるとといいううこことと。。““心心にに癒癒ししをを、、

畑畑にに肥肥ややししをを、、そそししてて明明日日のの元元気気へへ””畑畑でで収収穫穫ををしし

たた野野菜菜をを料料理理ししてて、、みみんんななででににぎぎややかかにに会会話話ししなながが

らら、、食食のの大大切切ささをを知知りり、、子子どどもものの食食育育ににももつつななががりり

まますす。。  
前前述述ののココロロニニへへーーヴヴににエエココのの取取りり組組みみもも最最大大限限

にに活活用用ししててエエココロロニニ――フファァーームムをを追追求求すするるこことともも

可可能能ととななりりまますす。。生生ゴゴミミはは堆堆肥肥ポポッットトにに入入れれてて、、自自

産産自自消消でで環環境境循循環環型型ととななりりまますす。。  
家家族族、、友友人人、、野野菜菜作作りり仲仲間間、、地地域域もも一一緒緒にに、、フファァ

ーームムのの周周りりにに集集合合ししててににぎぎややかかにに過過ごごすすここととががアア

ググリリヒヒーーリリンンググににななりりまますす。。  
  
再再生生ししたたフファァーームムのの形形態態ののひひととつつ、、ケケアアフフ

ァァ－－ムム  

①①認認知知症症予予防防ののたためめのの農農業業活活動動をを実実際際にに体体験験でできき    

まますす。。高高齢齢者者がが主主役役でで、、青青空空デデイイササ－－ビビススととししてて  

野野菜菜類類のの栽栽培培ややハハ－－ブブのの栽栽培培をを中中心心ととししまますす。。  

②②年年間間計計画画をを立立てててて、、利利用用者者にに身身体体的的にに負負担担化化ががかか  

かかららなないいよよううににししまますす。。  

③③生生ききががいい事事業業ととししててハハ－－ブブのの加加工工、、野野菜菜のの加加工工もも  

行行いいまますす。。  

車車椅椅子子のの高高齢齢者者のの方方々々ででもも参参加加ででききるるよよううなな畑畑      

にに工工夫夫ししまますす。。老老人人福福祉祉施施設設にに近近いいととこころろががベベスス  

トトでですすがが、、そそううててななくくててももババリリアアフフリリ－－的的なな農農園園  

ににししてていいくくここととはは可可能能でですす。。  
高高槻槻市市ににああるる晴晴耕耕雨雨読読舎舎はは、、高高齢齢者者ででもも身身体体的的負負担担

ななくく農農作作業業がが出出来来るる工工夫夫がが随随所所ににななさされれてていいてて、、ひひ

ととつつのの理理想想像像でですす。。  
社社会会ととののつつななががりりやや人人間間関関係係をを持持つつたためめ、、意意欲欲やや

生生ききががいいをを持持つつたためめとといいううシシニニアアラライイフフのの実実現現のの

たためめにに耕耕作作放放棄棄地地のの再再生生をを活活かかししまますす。。地地域域ででののココ

ミミュュニニテティィのの深深化化、、個個人人ののつつななががりりのの強強化化ににつつななげげ

てていいくくこことともも可可能能ととななりりまますす。。  
  
  

「「わわたたぼぼううししくくららぶぶ」」  
経済学部３０期 森下和紀 
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ももううひひととつつのの形形態態、、食食育育フファァ－－ムム。。  

①①子子どどももたたちちにに農農業業体体験験ををししててももららいい、、農農業業のの大大変変  
ささやや楽楽ししささをを経経験験ししててももららうう。。  

②②収収穫穫祭祭はは、、保保護護者者、、地地域域住住民民もも一一緒緒ににななっってて盛盛りり      
上上げげてていいききまますす。。  

③③キキッッズズシシェェフフ的的ななイイベベンントトもも開開催催ししてて、、県県内内ののシシ  
ェェフフのの協協力力もも得得てて、、子子どどもも向向けけのの料料理理教教室室もも開開催催  
ししまますす。。  

④④食食育育フファァ－－ムムとといいうう性性格格上上、、園園児児、、小小学学生生ののああるる  
家家庭庭にに参参加加をを呼呼びびかかけけまますす。。  

汗汗ををかかきき、、付付加加価価値値のの高高いい農農業業へへ  

農農業業はは土土作作りりかからら始始ままっってて長長いい年年月月ががかかかかりりまま

すす。。単単年年度度でで終終わわるる事事業業ででななくく、、地地域域のの方方々々とと交交流流

ししななががらら、、話話しし合合いいをを重重ねねななががらら取取りり組組んんででいいくくここ

ととがが大大切切でですす。。  
各各フファァーームムはは耕耕作作放放棄棄地地をを考考ええてていいまますすがが、、耕耕作作

放放棄棄地地のの増増加加をを防防ぐぐたためめ、、現現在在もも耕耕作作さされれてていいるる畑畑

もも対対象象地地ににししまますす。。所所有有者者ささんんのの農農業業へへのの高高いい知知識識

とと豊豊かかなな経経験験をを伝伝授授ししててももららいい耕耕作作をを進進めめてていいきき

まますす。。各各種種ののフファァ－－ムムがが連連携携ししてて、、ひひととつつのの事事業業とと

ししてて大大ききなな相相乗乗効効果果がが得得らられれるるよよううなな仕仕組組みみづづくく

りりもも検検討討ししてていいくくこことともも重重要要でですす。。  
  以以上上のの事事業業はは一一朝朝一一夕夕ででははででききななくくてて、、試試行行錯錯誤誤

をを繰繰りり返返ししななががらら進進めめてていいくくここととととななりりまますす。。  
ままずずはは汗汗ををかかくくフフィィ－－ルルドドをを持持っってて、、農農業業にに関関心心

ののああるる人人たたちち（（学学生生もも含含めめてて））のの収収穫穫とと貨貨幣幣にに換換算算

ででききなないい付付加加価価値値（（心心のの癒癒しし））をを付付けけてていいくくここととがが

肝肝要要でですす。。  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「道徳なき経済は罪悪であり、経済無き道徳は

夢想である」二宮尊徳［1787〜1856］ 
（石田正昭 著「ＪＡの歴史と私たちの役割」から） 
 今年 2 月 27 日の日経新聞に「過疎の市町

村、全国の過半数に－専門人材充実で活力を

－」の記事が掲載されました。 
 記事の解説文には「政府は地方創成を掲げ、

自治体と共同で少子化対策に取り組むが、一部

の地域を除くと人口の自然減も社会減も止まっ

ていない」とあります。 
 2016 年の日本の人口の居住地比率は、市部

82.8%、郡部 17.2%で、由々しき事態です。 
 思うに、過疎化は農山村漁村の主要産業であ

る農林漁業が新規就業の場として選択されづら

い現実があるからではないでしょうか。 
 考えれば不思議なことです。何故、命を繋ぐ

ために必須な食料を自給する農村が過疎化し

て、単に交換の媒介をする紙片に過ぎない貨幣

が都市に活況をもたらすのでしょうか。 
それは、貨幣が集合して資本に転化することに

よって巨大な力を発揮するからだと思います。 
 資本は投資効率の最大化を求めて国境を超え

た、生産―流通―消費の仕組みや、金融の仕組

みを形成します。 
 欲望を極大化することで、需要を生み出し、

生産を拡大してきた資本主義は、金融資本主義

の段階になり、株主資本主義と言われるよう

に、お金がお金を生む、あたかも錬金術のよう

になって来ました。格差社会などの問題を是正

するため、経済に社会全体への目配りする制度

変革を求める声が高まっています。 
 マグレビ先生は経済に道徳・倫理を取り入れ

るべきとお考えです。 
 経済原則（資本の論理）に任せていては、多

くの問題が解決できないのではないか、経済の

勢いを削ぐことなく、道徳・倫理、ここでは農

村＝農業＝食料問題の解決をどう図ってゆけば

良いか、和歌山大学と卒業生の取組みから考え

てみます。      柑芦わかやま 編集部 
 
 

 

 
「「貨貨幣幣とと食食料料」」ににつついいてて考考ええるる、、をを特特集集ししままししたた  
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11..自自己己紹紹介介  
・・ププロロフフィィーールル  
  ははじじめめままししてて、、和和歌歌山山大大学学観観光光学学部部 1111 期期卒卒のの畑畑

下下とと申申ししまますす。。1188 年年間間新新宮宮市市でで生生ままれれ育育ちち高高校校卒卒

業業ままでで住住んんだだ後後、、大大学学入入学学ををききっっかかけけにに和和歌歌山山市市へへ

引引っっ越越ししままししたた。。大大学学卒卒業業後後はは紀紀南南地地方方のの各各所所にに拠拠

点点をを置置ききななががらら、、全全国国をを転転々々ととししつつつつ活活動動ししてていいまま

すす。。  
・・今今ややっってていいるる仕仕事事  
現現在在はは個個人人事事業業主主ととししてて独独立立しし、、HHPP のの制制作作やや

SSNNSS のの運運用用等等ののイインンタターーネネッットトののツツーールルをを用用いいてて、、

県県内内ののビビジジネネススををさされれてていいるる方方のの支支援援ををささせせてていい

たただだいいてておおりりまますす。。  
・・住住んんででいいるる場場所所  
そそのの一一つつのの拠拠点点ととししてて、、那那智智勝勝浦浦町町のの色色川川地地区区のの

古古民民家家ををおお借借りりししてて住住んんででいいまますす。。色色川川地地区区はは移移住住

者者がが多多いいとといいううここととでで知知らられれてていいるる村村でで、、現現在在はは人人

口口３３００００人人でで、、そそののううちちのの半半分分はは移移住住者者のの方方々々でで構構

成成さされれてていいまますす。。  
  
22..半半移移住住のの経経緯緯  
・・ききっっかかけけ  
私私ががここのの色色川川にに半半移移

住住すするるここととににななっったたきき

っっかかけけはは、、在在学学中中にに活活動動

をを行行っってていいたた「「aaggrriiccoo..」」
とといいううササーーククルルででのの出出

会会いいででししたた。。  
・・aaggrriiccoo  
「「aaggrriiccoo..」」はは県県内内のの農農家家ささんんをを訪訪れれててボボラランンテティィ

アアををささせせてていいたただだきき、、そそのの中中のの体体験験やや農農家家ささんんととのの

会会話話のの中中でで色色んんななここととをを学学んんででいいくくとといいううササーークク

ルルでですす。。  

・・通通いい  
そそのの活活動動先先ととななっってていいたた色色川川地地区区ででのの活活動動にに参参加加

しし、、村村のの方方々々ととのの交交流流をを通通ししててここのの村村にに住住むむ方方々々のの

ここととがが大大好好ききににななりり、、生生きき方方ににつついいてて学学ばばせせてていいたた

だだききたたいいとと思思ううよよううににななりりままししたた。。ここのの村村のの方方々々はは

過過去去 4400 年年をを通通ししてて少少ししずずつつ移移住住さされれててききたた方方、、そそ

のの新新規規移移住住者者のの方方をを受受けけ入入れれててききたた方方々々とといいううここ

ととももあありり、、生生きき方方にに対対すするる考考ええ方方やや姿姿勢勢がが当当時時のの私私

ににははととててもも新新鮮鮮でで強強烈烈ななももののででししたた。。電電気気にに頼頼ららずず

生生活活ししてていいるる方方やや、、UU タターーンンををししてて地地元元ででももっっとともも

逼逼迫迫ししたた問問題題のの獣獣害害対対策策にに向向きき合合っってていいるる方方ななどど

のの生生きき方方がが単単純純ににかかっっここいいいいとと思思いいままししたた。。  
  
33..現現状状のの課課題題とと今今後後ににつついいてて  
・・実実現現ししたたいい未未来来  
何何年年後後ににななるるかかはは想想像像ももつつききまませせんんがが、、色色川川のの村村

にに定定住住ししつつつつ同同世世代代のの移移住住やや田田舎舎暮暮ららししにに興興味味のの

ああるる人人をを受受けけ入入れれてていいききたたいいとと考考ええてていいまますす。。  
現現状状ととししててはは、、仕仕事事のの都都合合やや自自分分自自身身のの方方針針がが定定

ままっってていいなないい部部分分ががあありり、、全全国国をを転転々々ととししてていいるるとと

いいうう状状況況ににななりりまますす。。焦焦ららずずにに、、自自分分がが本本当当にに長長くく

続続けけらられれるるこことと、、スストトレレスス無無くく人人にに価価値値をを提提供供しし

続続けけらられれるるここととはは何何かかとと常常にに模模索索ししてていいまますす。。  
ここれれかかららかかららもも行行動動をを止止めめずず、、学学びび続続けけてていいきき

たたいいとと思思いいまますす。。  
和和歌歌山山大大学学新新聞聞のの方方ににももイインンタタビビュューー記記事事がが掲掲載載さされれ

てておおりりまますすののでで、、そそちちららももぜぜひひ見見てていいたただだけけるるとと幸幸いいすす。。  

hhttttppss::////nnoottee..ccoomm//wwuu__pprreessss//nn//nn0022ff99cc5544996644bb88

「「新新卒卒  田田舎舎暮暮ららししのの挑挑戦戦とと苦苦悩悩」」  
観観光光学学部部（（１１１１期期））  畑畑下下  森森洋洋  
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準準硬硬式式野野球球部部  
平平素素よよりり和和歌歌山山大大学学準準硬硬式式野野球球部部へへのの多多大大ななるるごご支支援援、、ごご声声

援援をを頂頂きき誠誠ににあありりががととううごござざいいまますす。。私私たたちちはは、、春春とと秋秋にに行行わわ

れれるるリリーーググ戦戦にに向向けけてて、、日日々々練練習習ししてていいまますす。。  
昨昨年年度度はは新新型型ココロロナナウウイイルルススのの影影響響ををううけけ、、試試合合数数のの減減少少やや活活動動のの制制

限限ががあありり、、ななかかななかか思思ううよよううにに活活動動すするるここととががででききまませせんんででししたた。。今今年年

度度ももココロロナナウウイイルルスス感感染染症症のの影影響響やや制制限限あありりままししたたがが、、新新入入部部員員がが 1122 名名

新新たたにに加加わわりり、、自自分分たたちちでで何何ががででききるるかかをを日日々々考考ええてて楽楽ししくく活活動動ししてておお

りりまますす。。  
今今年年度度はは春春リリーーググでではは 44 試試合合、、秋秋リリーーググでではは 1100 試試合合にに出出場場しし、、44 位位とといい

うう結結果果でで無無事事シシーーズズンンをを終終ええるるここととががででききままししたた。。  
次次年年度度ははささららににリリーーググ戦戦でで勝勝利利をを重重ねねらられれるるよようう日日々々邁邁進進ししててままいいりり

まますす。。部部員員全全員員でで、、皆皆様様へへのの感感謝謝をを力力にに換換ええてて頑頑張張っってていいききまますすののででごご

声声援援よよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。  
今今後後とともも和和歌歌山山大大学学準準硬硬式式野野球球部部ののささららななるる発発展展・・活活躍躍ののたためめ、、

変変わわららぬぬごご支支援援・・ごご鞭鞭撻撻ののほほどど宜宜ししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  
  

  
  
  
  

ヨヨッットト部部                      
和和歌歌山山大大学学体体育育会会ヨヨッットト部部はは、、11994499 年年にに創創部部さされれ、、7700 年年

以以上上続続くく歴歴史史ののああるる団団体体でですす。。22002200 年年度度ににはは全全国国大大会会出出場場をを

果果たたしし、、全全国国大大会会出出場場常常連連校校ととななれれるるよようう日日々々練練習習にに励励んんでで

いいまますす。。  
ヨヨッットト競競技技はは、、風風をを利利用用ししたた海海をを舞舞台台ととししたたススポポーーツツででああるる

たためめ、、天天候候にによよっってて練練習習環環境境がが大大ききくく左左右右さされれまますす。。ヨヨッットトにに乗乗るる技技術術にに加加ええ、、自自然然をを理理解解すするる力力もも必必要要とと

ななりりまますす。。ここれれががヨヨッットト競競技技のの魅魅力力でであありり、、醍醍醐醐味味でですす。。  
  今今年年ももココロロナナウウイイルルススのの影影響響でで、、制制限限下下ででのの活活動動ででははあありりままししたたがが、、新新入入生生がが 1111 名名入入部部しし、、部部員員数数はは現現

在在 2244 人人ととななりりままししたた。。  
私私たたちちはは平平日日にに活活動動がが出出来来なないいたためめ、、主主なな活活動動日日はは土土日日祝祝、、長長期期休休暇暇とと限限らられれてていいまますす。。そそののたためめ、、ここのの

限限らられれたた時時間間のの中中でで、、どどうう練練習習しし時時間間をを使使ううかかをを自自らら考考ええななががらら、、目目標標達達成成ののたためめににチチーームム一一丸丸ととななっってて

活活動動ししてていいまますす。。そそんんなな中中ででははあありりまますすがが今今年年もも 447700 級級ににおおいいててはは村村瀬瀬・・植植田田ペペアアがが全全日日本本大大会会へへ出出場場、、

関関西西学学生生ヨヨッットト選選手手権権大大会会でではは総総合合 55 位位のの成成績績をを残残すすここととががででききままししたた。。  
来来年年度度ははよよりり高高みみをを目目指指しし、、目目標標ででああるる全全国国大大会会出出場場へへ向向けけてて一一歩歩一一歩歩頑頑張張りりたたいいとと思思いいまますす。。
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前前稿稿はは、、紀紀南南地地域域ででのの新新たたななススママーートト社社会会へへのの動動

ききををごご紹紹介介ししままししたたののでで、、今今回回はは紀紀南南地地域域のの伝伝統統産産

業業ををレレポポーートトししまますす。。  

  紀紀南南地地域域ににはは、、440000年年前前かからら続続くく「「紀紀州州南南高高梅梅」」

「「紀紀州州備備長長炭炭」」のの産産地地がが有有りりまますす。。  

  日日本本ででのの梅梅のの生生産産はは、、約約 11330000年年前前頃頃かかららさされれてて

おおりり、、梅梅干干ししはは常常温温保保存存がが可可能能でで、、食食中中毒毒予予防防、、

疲疲労労回回復復効効果果ががあありり、、副副菜菜やや薬薬ととししてて昔昔かからら重重宝宝

さされれててききままししたた。。  

  日日本本ででのの炭炭のの生生産産はは、、ななおお古古くく新新石石器器時時代代のの約約

3300万万年年前前かかららととさされれてていいまますす。。「「白白炭炭」」とと言言わわれれるる

備備長長炭炭はは、、11220000年年前前にに熊熊野野地地方方でで焼焼かかれれてていいたた熊熊

野野炭炭（（ゆゆううややたたんん））がが起起源源でで、、元元禄禄時時代代にに当当時時のの

製製炭炭士士とと備備中中屋屋長長左左衛衛門門  にによよりり改改良良販販売売さされれてて、、

製製炭炭技技術術がが確確立立ししたたとと伝伝ええらられれまますす。。  

  そそれれ以以後後もも長長ららくく日日本本のの人人々々のの暮暮ららししをを温温めめ続続

けけててききままししたた。。そそのの後後のの高高度度経経済済成成長長期期にに、、燃燃料料

革革命命がが起起ここりり、、家家庭庭にに電電気気ややガガススがが普普及及ししてて、、家家

電電もも開開発発さされれるる中中でで暮暮ららししははととててもも便便利利ににななりり、、

炭炭のの需需要要もも大大ききくく減減少少ししてて現現在在にに至至りりまますす。。  

  私私がが小小ささいい頃頃、、「「炭炭」」ははままだだ日日常常のの暮暮ららししににあありり

ままししたた。。祖祖母母のの家家にに泊泊ままりりにに行行くくとと「「豆豆炭炭ああんん

かか」」とと呼呼ばばれれるる暖暖房房器器具具をを利利用用ししてていいてて、、寒寒いい夜夜

にに足足元元にに入入れれてて眠眠るるとと布布団団がが温温かかくくてて、、ととててもも良良

くく眠眠れれままししたた。。庭庭先先でで、、祖祖母母がが豆豆炭炭にに火火ををつつけけてて

火火箸箸でで専専用用ああんんかかにに入入れれてて布布袋袋でで覆覆うう作作業業をを見見るる

ののがが好好ききででししたた。。今今はは昔昔話話でですす。。  

「「豆豆炭炭ああんんかか」」もも家家庭庭でではは、、生生活活用用品品ととししてて見見

かかけけななくくななりり、、博博物物館館にに展展示示さされれるるよよううににななりりまま

ししたた。。近近年年ででののキキャャンンププブブーームムやや防防災災用用品品でではは

「「豆豆炭炭ああんんかか」」もも見見直直さされれてていいてて、、五五千千円円程程度度かか

らら流流通通ももししてていいまますす。。形形をを変変ええななががららもも、、現現代代にに

もも「「梅梅」」とと「「炭炭」」はは、、日日本本人人ににななくくててははななららなないい

ももののでで、、紀紀南南地地域域ははそそのの需需要要をを支支ええてていいまますす。。  

  政政府府のの統統計計デデーータタをを見見るるとと、、全全国国のの梅梅のの出出荷荷量量

はは 9933,,220000tt、、そそのの半半分分以以上上 6655,,220000tt（（22002211年年））はは、、

当当地地みみななべべ田田辺辺地地域域でで生生産産さされれてていいてて、、全全国国１１位位

でですす。。    

  ままたた、、白白炭炭のの全全国国のの年年間間生生産産量量はは 2299,,448833ttでで、、

そそのの内内 11004444,,77tt((22002200年年))がが和和歌歌山山県県産産でで全全国国２２位位

でですす。。品品質質もも最最高高級級ととししてて流流通通ししてていいまますす。。  

ここのの梅梅干干ししとと備備長長炭炭はは、、紀紀南南のの急急峻峻なな斜斜面面とと海海

岸岸線線沿沿いいのの痩痩せせたた大大地地ででもも生生育育可可能能なな梅梅とと、、雑雑木木

林林のの樹樹木木をを加加工工すするるここととでで生生みみ出出さされれてていいまますす。。  

  
択択伐伐すするる製製炭炭士士のの原原ささんん    

  里里山山ににはは、、炭炭をを焼焼くく「「炭炭焼焼ききささんん」」とと呼呼ばばれれるる

製製炭炭士士がが居居らられれてて、、山山がが管管理理さされれてて、、森森がが守守らられれ

ててききままししたた。。他他のの地地域域ののよよううなな皆皆伐伐ででははななくく「「択択

伐伐」」とといいうう管管理理方方法法にによよっってて、、繰繰りり返返しし木木をを成成育育

ささせせてて効効率率よよくく伐伐りり出出すすここととでで「「薪薪炭炭林林」」がが継継承承

さされれてていいてて現現在在ももそそのの恩恩恵恵でで里里山山のの生生きき物物のの多多様様

性性がが維維持持さされれてていいるるののでですす。。  

収収穫穫期期のの「「紀紀州州南南高高梅梅」」  
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ままたた梅梅のの木木もも、、一一枝枝にに沢沢山山のの実実ををつつけけまますすがが、、

自自分分のの花花粉粉でではは実実ををつつけけるるここととががででききなないいたためめ、、

梅梅畑畑ににはは数数種種類類のの梅梅のの木木がが植植ええらられれ、、ここのの薪薪炭炭林林

にに暮暮ららししてていいるるニニホホンンミミツツババチチやや小小鳥鳥がが梅梅のの受受粉粉

のの手手助助けけををししてていいまますす。。梅梅栽栽培培のの「「農農業業」」、、そそれれをを

結結実実すするるたためめのの養養蜂蜂のの「「畜畜産産業業」」、、そそのの生生きき物物がが暮暮

ららすす森森をを守守るる炭炭焼焼ききにによよるる里里山山保保全全のの「「林林業業」」、、ここ

のの３３つつのの産産業業がが人人々々のの暮暮ららししのの中中でで素素晴晴ららししいいココ

ンンビビネネーーシショョンンをを織織りり成成ししてて、、循循環環すするるシシスステテムム

がが機機能能ししてておおりり、、紀紀南南地地域域ででのの 440000年年以以上上もも続続くく

「「持持続続可可能能なな産産業業」」ととししてて、、現現代代ににもも継継承承さされれてて

いいまますす。。限限らられれたた資資源源をを効効率率的的にに利利用用ししたた先先人人達達

のの生生産産活活動動がが、、今今もも豊豊かかなな暮暮ららししとと雇雇用用をを生生みみ出出

ししてていいまますす。。  

  当当地地のの梅梅をを中中心心ににししたた産産業業ののモモデデルルはは、、平平成成 2277

年年イイタタリリアアののロローーママでで「「世世界界農農業業遺遺産産」」にに認認定定ささ

れれてていいまますす。。ここのの認認定定ににはは、、和和歌歌山山大大学学シシスステテムム

工工学学部部のの教教員員方方もも尽尽力力さされれままししたた。。そそのの教教員員方方とと

次次世世代代のの人人材材育育成成ののたためめにに、、南南紀紀熊熊野野ササテテラライイトト

でではは今今春春 22月月初初旬旬ままでで「「世世界界農農業業遺遺産産」」のの寄寄附附講講

義義をを 44年年間間にに渡渡りり、、開開講講ささせせてて頂頂ききままししたた。。講講義義

でではは、、梅梅のの栽栽培培やや蜜蜜蜂蜂のの生生態態、、製製炭炭やや森森林林にに関関しし

てて学学びび、、修修了了すするるとと梅梅シシスステテムムママイイススタターーととししてて

認認定定さされれまますす。。  

  

  
南南紀紀熊熊野野ササテテラライイトトでで  

                            「「世世界界農農業業遺遺産産」」をを学学ぶぶ大大学学生生とと社社会会人人  

  受受講講者者はは、、議議員員やや教教諭諭、、自自治治体体職職員員、、農農業業従従事事者者、、

デデザザイイナナーー、、地地域域ガガイイドド、、高高校校生生、、大大学学生生ななどど様様々々

なな方方がが学学ばばれれてて、、44年年間間でで 4433名名のの梅梅シシスステテムムママイイスス

タターー認認定定者者がが育育成成さされれままししたた。。  

認認定定取取得得者者はは、、本本学学生生のの宿宿泊泊実実習習のの受受入入やや農農家家

ででのの実実習習指指導導、、職職人人方方へへのの調調査査、、授授業業ににもも登登壇壇いい

たただだきき、、現現在在もも里里山山ででのの植植林林活活動動、、小小中中高高大大連連携携

ななどどのの教教育育支支援援にに取取りり組組むむパパーートトナナーーととししててもも、、

和和歌歌山山大大学学とと一一緒緒にに後後進進のの育育成成にに励励ままれれてていいまま

すす。。  

  近近年年、、現現地地でで学学習習ししたたククリリエエのの学学生生もも「「和和大大生生

にに、、ももっっとと地地域域のの持持つつ資資源源のの素素晴晴ららししささをを伝伝ええたた

いい。。」」とと生生協協ののごご担担当当者者様様やや、、経経済済学学部部阿阿部部先先生生のの

ごご協協力力をを受受けけてて、、学学生生食食堂堂のの配配膳膳トトレレイイににラランンチチ

ペペーーパパーーととししてて梅梅シシスステテムムをを紹紹介介ししたた紙紙をを置置かかせせ

ててももららうう取取りり組組みみをを始始めめてていいまますす。。生生協協のの方方ととのの

ごご意意見見交交換換でではは、、食食堂堂とといいうう利利点点をを活活用用ししてて、、産産

地地直直送送のの美美味味ししいい梅梅やや紀紀州州備備長長炭炭のの炭炭火火でで焼焼いいたた

メメニニュューーななどどのの開開発発をを一一緒緒にに出出来来れればば楽楽ししいいとと話話

ししてていいまますす。。  

  梅梅干干ししとと言言ええばば日日のの丸丸弁弁当当。。戦戦中中やや災災害害時時ににもも

活活躍躍ししてておおりり、、おお腹腹をを壊壊ししててもも白白湯湯にに崩崩ししてて薬薬のの

代代わわりりににもも飲飲ままれれまますす。。ウウィィズズココロロナナのの時時代代にに免免

疫疫力力をを高高めめるる食食材材ととししててもも注注目目でですす。。ククエエンン酸酸のの

疲疲労労回回復復効効果果もも運運動動時時、、夏夏場場ににもも積積極極的的にに取取りりたた

いいでですす。。  

今今一一度度見見直直ししたたいい素素晴晴ららししいい食食材材ななののでですすがが、、食食生生

活活のの変変化化でで梅梅干干しし離離れれもも進進みみ、、消消費費はは低低迷迷ししてていいまま

すす。。梅梅干干しし加加工工事事業業者者もも負負けけずずにに時時代代にに合合わわせせたた商商

品品をを提提案案さされれてていいまますす。。おおややつつににもも食食べべててももららええるる

よよううにに、、ハハチチミミツツ梅梅やや昆昆布布風風味味のの金金箔箔をを纏纏っったた調調味味

梅梅ななどどはは高高級級進進物物ににももななっってていいまますす。。  

見見目目麗麗ししくく口口当当たたりりもも良良いいののでですすがが、、保保存存がが効効かか

なないいななどど昔昔ななががららのの梅梅干干ししににはは勝勝ててなないい部部分分ももああ

りり、、地地元元のの梅梅干干しし通通がが言言ううににはは、、長長ららくく地地元元にに愛愛ささ

れれてていいるる一一番番高高級級なな梅梅干干はは、、素素朴朴ななががららごご飯飯やや料料理理、、

酒酒ににもも合合うう、、おお天天道道ささままのの下下ででベベテテラランン農農家家にによよっっ

てて手手塩塩ににかかけけてて良良いい塩塩梅梅（（ああんんばばいい））にに育育ててらられれたた

「「塩塩梅梅」」（（ししおおううめめ））ななののだだそそううでですす。。大大学学ももそそううああ

りりたたいいももののでですす。。  
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現現地地でで「「梅梅シシスステテムム」」をを学学ぶぶククリリエエののチチーームム  

  
  ままたた、、紀紀州州備備長長炭炭はは、、無無形形民民俗俗文文化化財財にに指指定定さされれ

てていいまますす。。普普通通のの炭炭はは「「黒黒炭炭」」とと呼呼ばばれれ、、紀紀州州備備長長

炭炭はは「「白白炭炭」」とと呼呼ばばれれまますす。。白白炭炭はは、、黒黒炭炭ににななるる炭炭

化化ままででのの工工程程かからら、、更更にに一一手手間間ををかかけけてて 11000000 度度まま

でで窯窯のの温温度度ををああげげてて、、更更にに不不純純物物をを焼焼きき、、炭炭素素のの純純

度度ををああげげるる精精錬錬のの後後、、灰灰ををかかけけてて消消火火ししまますす。。ここのの

最最後後ににかかけけるる灰灰でで表表面面がが白白くくななるるたためめにに白白炭炭とと呼呼

ばばれれまますす。。  

出出来来上上ががりりはは 9955%%以以上上のの固固形形炭炭素素のの塊塊でで、、鉄鉄よよりり

もも硬硬くく、、白白炭炭同同士士をを打打ちち付付けけててみみるるととキキーーンンとと澄澄んん

だだ金金属属音音ががししまますす。。割割口口もも工工芸芸品品ののよよううにに輝輝くく美美しし

いい炭炭がが出出来来上上ががりりまますす。。  

  

  

紀紀州州備備長長炭炭とと焼焼ききもものの  

  ここのの白白炭炭がが素素晴晴ららししいいののはは、、実実際際にに食食材材をを焼焼いいたた

時時にに実実感感ししまますす。。ババーーベベキキュューーでで普普段段にに使使うう黒黒炭炭はは、、

高高温温でで食食材材表表面面はは焼焼けけまますすがが、、中中ままでで焼焼けけずず煙煙臭臭くく

ななりりまますすがが、、白白炭炭はは煙煙もも殆殆どど出出ずず、、遠遠赤赤外外線線のの高高温温

でで中中身身ままででふふんんわわりり焼焼けけまますす。。火火付付けけはは悪悪いいののでですす

がが、、燃燃焼焼しし始始めめるるとと火火持持ちちももよよくく、、高高級級ううななぎぎ屋屋、、

ややきき鳥鳥屋屋でで白白炭炭がが重重用用さされれてていいるる理理由由がが良良くくわわかか

りりまますす。。  

少少しし値値段段ははかかかかりりまますすがが、、野野外外ででもも美美味味ししいい料料理理

がが食食べべたたいい私私はは白白炭炭派派でですす。。恋恋とと同同じじでで簡簡単単にに火火がが

付付かかなないいののをを付付けけるるののもも一一興興でですす。。  

  和和歌歌山山県県のの令令和和 22年年度度のの炭炭生生産産量量はは、、11004477..55tt

でで、、内内訳訳はは、、黒黒炭炭はは僅僅かか 22..88ttでで白白炭炭がが 11004444..77ttでで

生生産産のの殆殆どどがが紀紀州州備備長長炭炭でですす。。材材料料ははウウババメメガガ

シシ、、カカシシ、、ナナララななどどでですす。。  

当当地地のの製製炭炭士士がが択択伐伐でで山山をを守守るる仕仕事事はは、、持持続続可可

能能なな産産業業をを学学ぶぶ教教材材ににもも有有効効でですす。。ししかかしし、、ここのの

無無形形民民俗俗文文化化財財にに指指定定さされれてていいるる炭炭焼焼ききもも、、地地元元

ででもも正正ししくく知知るる人人はは少少ななくく、、従従事事者者もも高高齢齢化化がが進進

みみ、、後後世世へへのの継継承承もも課課題題がが多多くくななっっててききてていいまま

すす。。  

地地域域のの伝伝統統のの継継承承はは「「関関心心をを寄寄せせててももららいい、、正正

ししくく知知るるここととかからら」」とと感感じじてていいまますす。。  

  

  製製炭炭士士のの原原ささんんにに話話をを聞聞くく大大学学生生  

  

現現在在、、南南紀紀熊熊野野ササテテラライイトトでで学学んんだだ地地域域のの皆皆ささ

んんやや学学生生、、教教員員方方とと副副教教材材のの開開発発やや、、地地元元産産業業をを

体体験験すするる教教育育機機会会のの充充実実ににもも取取りり組組んんででいいまますす。。  

地地域域のの伝伝統統産産業業をを次次世世代代にに繋繋ぐぐ一一助助ににななれればば

とと、、副副教教材材ととししてて動動画画視視聴聴 QQRRココーードドををつつけけたた製製炭炭

のの学学習習下下敷敷ききもも制制作作ししてていいまますす。。地地元元小小学学生生にに配配

布布ししててアアンンケケーートトをを取取りり、、体体験験型型ププロロググララムムもも実実

施施ししまますす。。子子供供達達だだけけででははななくく保保護護者者のの若若いい世世代代

やや学学校校関関係係者者ににもも伝伝統統産産業業にに関関心心をを寄寄せせててももららうう

目目的的でですす。。  

そそのの取取材材でで、、おお世世話話ににななっってていいるる製製炭炭士士のの原原正正
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昭昭ささんんににおお会会いいししたた際際にに、、炭炭焼焼ききのの動動画画をを撮撮っってて

ももららっったたととおお聞聞ききししてて視視聴聴ししててみみままししたた。。山山とと共共

にに生生ききるる製製炭炭士士のの息息づづかかいいがが伝伝わわるる作作品品でで、、音音もも

映映像像もも大大変変素素晴晴ららししかかっったたでですす。。ここののドドキキュュメメンン

タタリリーーをを制制作作さされれたた内内山山ささんんにに、、地地元元のの子子供供達達にに

もも見見ててももららいいたたいいとと学学習習教教材材にに映映像像をを付付けけるるごご相相

談談ををししままししたた。。  

併併せせてて同同窓窓会会のの皆皆様様ににもも QQRRココーードドかからら視視聴聴ででききるる

ももののををごご用用意意いいたただだけけままししたたののでで、、紹紹介介文文とと共共にに

掲掲載載ししまますす。。ぜぜひひごご視視聴聴頂頂けけまますすとと幸幸いいでですす。。なな

おお、、映映像像はは QQRRココーードドをを知知っってていいるる方方ののみみ視視聴聴可可能能

でで、、映映像像やや音音楽楽はは、、全全てて RRIITTOORRNNEELLLLOO  FFIILLMMSSのの著著作作

物物ななののでで、、第第三三者者にに無無断断転転載載さされれなないいよよううににおお願願

いいししまますす。。  

  

  

製製炭炭士士のの原原正正昭昭氏氏とと紀紀州州備備長長炭炭  

  
上上記記ののＱＱＲＲココーードド読読みみ取取りりでで映映像像がが視視聴聴ででききまますす  

  

  

昨昨年年度度にに「「ううめめぼぼししののででききるるままでで」」のの学学習習下下敷敷きき

ととアアンンケケーートト配配布布ししてておおりり、、「「親親子子のの会会話話がが増増ええたた」」

「「梅梅にに関関心心をを持持っったた」」「「作作業業をを体体験験ししててみみたたいい」」とといい

うう肯肯定定的的ななごご意意見見をを多多くくいいたただだききままししたた。。  

地地道道なな地地元元教教育育でですすがが、、地地消消地地産産にに向向けけてて価価値値ああ

るる消消費費のの喚喚起起ににももななれればばとと目目論論んんででいいまますす。。  

食食もも伝伝統統もも、、生生産産ししてて継継承承すするる「「ひひとと」」がが無無けけれれ

ばば途途絶絶ええててししままいいまますす。。里里山山のの自自然然にに感感謝謝ししななががらら

継継承承すするる取取りり組組みみににもも寄寄りり添添っってていいまますす。。  

  

  ここれれかかららもも大大学学のの教教育育研研究究のの成成果果をを地地域域還還元元しし、、

持持続続可可能能なな地地域域振振興興やや、、時時代代のの課課題題にに即即ししたた学学びびのの

機機会会をを設設けけななががらら、、紀紀南南地地域域のの「「知知」」のの拠拠りり所所ととしし

てて同同窓窓のの皆皆様様とと共共にに活活動動をを進進めめてていいききまますす。。  

  

  何何事事ももいいいい塩塩梅梅。。すすみみにに置置けけなないい地地元元のの伝伝統統産産業業

ののごご紹紹介介ででししたた。。  

  

修修了了生生とと学学習習教教材材のの制制作作ををすするる製製炭炭士士のの方方々々  
  

令令和和 33年年度度発発行行のの学学習習下下敷敷きき「「ううめめぼぼししののででききるるままでで」」  

 
 

2022 年４月 20 日	 柑芦わかやま	 第 45 号（15）



 
 
 

 農農林林水水産産省省のの 22001111 年年発発表表のの調調査査にによよれればば、、22000099
年年度度現現在在全全国国でで直直売売所所がが 1166,,881166 施施設設あありり、、ココンンビビ

ニニエエンンスススストトアアのの最最大大手手「「セセブブンン--イイレレブブンン」」のの 22001133
年年22月月時時点点のの国国内内店店舗舗数数1155,,007722店店をを上上回回るる。。ままたた、、

農農産産物物のの全全流流通通量量のの 55%%がが直直売売所所ルルーートトとといいわわれれてて

いいるる。。  出典: フリー百科事典『ウィキペディア』  
 

和和歌歌山山県県田田辺辺市市のの農農産産物物直直売売所所  
 県県下下第第二二のの都都市市田田辺辺市市ににはは、、そそのの都都市市部部（（旧旧田田辺辺

市市））にに販販売売額額１１００億億円円をを超超ええるる常常設設型型のの直直売売所所がが３３

カカ所所開開設設さされれてていいるる。。  
「「地地域域づづくくりり型型」」･･････････「「ききててらら」」    11999999 年年開開設設  
「「民民間間企企業業参参入入型型」」･･････「「よよっっててっってて」」22000022 年年  
「「農農協協直直営営型型」」･･････････････「「紀紀菜菜柑柑」」    22000077 年年  
  ここううししたた常常設設型型店店舗舗ににおおいいてて複複数数のの生生産産者者がが関関

わわるる直直売売活活動動はは、、我我がが国国独独自自ののももののでで他他国国ににはは見見らら

れれなないい特特徴徴ででああるる。。（（農農業業市市場場研研究究第第２２３３巻巻１１号号））  
 
田田辺辺市市上上秋秋津津  農農業業法法人人株株式式会会社社『『ききててらら』』  

 
直直売売所所開開設設 2200 年年をを超超ええるる小小ささなな直直売売所所でですすがが、、

一一年年中中柑柑橘橘・・オオレレンンジジがが店店頭頭にに並並ぶぶ直直売売所所ととししてて、、

全全国国的的ににもも有有名名でで多多くくののおお客客様様でで賑賑わわっってていいまますす。。      
                                同社ＨＰから  
「「秋秋津津野野ガガルルテテンン」」  
  平平成成 2200 年年 1111 月月 11 日日  田田辺辺市市上上秋秋津津地地域域にに元元上上

秋秋津津小小学学校校ををリリノノベベーーシショョンンししオオーーププンンししたた施施設設。。    
  宿宿泊泊・・農農家家レレスストトラランン・・農農業業体体験験・・地地域域づづくくりり学学

習習・・ススイイーーツツ作作りり体体験験・・テテレレワワーークク室室ななどど様様々々なな体体

験験ややササーービビススがが提提供供さされれてていいまますす。。  
  

ＪＪＡＡ紀紀南南フファァーーママーーズズママーーケケッットト紀紀菜菜柑柑  

フファァーーママーーズズママーーケケッットト紀紀菜菜柑柑（（ききささいいかかんん））はは

ＪＪＡＡ紀紀南南のの基基幹幹ととななるる大大型型直直売売所所。。田田辺辺かからら串串本本まま

でで、、ととれれたたててのの新新鮮鮮なな野野菜菜、、果果物物、、花花、、梅梅干干ししやや各各

種種加加工工品品ははじじめめ、、備備長長炭炭製製品品ままでで、、ざざままざざままなな商商品品

をを取取りり揃揃ええてていいまますす。。季季節節ごごととののイイベベンントトやや体体験験教教

室室もも随随時時開開催催しし、、消消費費者者にに農農業業やや食食にに関関わわるる情情報報をを

発発信信ししてていいまますす。。            ＪＡ紀南ＨＰから 
 
（（株株））ププララスス「「よよっっててっってて」」イイオオンンモモーールル和和歌歌山山店店  

  
株株式式会会社社ププララススはは、、昭昭和和 2233 年年のの創創業業以以来来、、流流通通

業業をを主主軸軸にに、、不不動動産産のの賃賃貸貸やや管管理理、、ススポポーーツツククララブブ

のの経経営営等等、、半半世世紀紀以以上上ににわわたたりり地地域域にに根根ざざししたた事事業業

をを展展開開、、平平成成 1144 年年かかららはは民民間間企企業業にによよるる大大型型農農産産

物物直直売売所所のの多多店店舗舗化化とといいうう新新ししいいビビジジネネススモモデデルル

ににチチャャレレンンジジしし、、現現在在、、和和歌歌山山県県下下にに 1133 店店舗舗、、大大

阪阪府府下下にに 99 店店舗舗、、奈奈良良県県下下にに 55 店店舗舗をを展展開開しし、、大大型型

シショョッッピピンンググモモーールルへへのの出出店店にに加加ええ、、道道のの駅駅施施設設内内

ににもも出出店店ししてておおりりまますす。。    同社ＨＰ社長挨拶から 
 
ここれれかかららのの農農村村はは、、農農業業でで食食料料をを生生産産すするる所所かからら、、

様様々々ななイイノノベベーーシショョンンでで、、社社会会ににイインンパパククトトののああるる

革革新新やや刷刷新新、、変変革革ををももたたららすす拠拠点点ににななっってて行行くくこことと

がが予予想想さされれまますす。。        柑柑芦芦和和歌歌山山  編編集集部部

和和歌歌山山県県  旧旧田田辺辺市市域域のの  

農農産産物物直直売売所所とと都都市市農農村村交交流流  
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担担いい手手のの減減少少、、耕耕作作放放棄棄地地のの増増加加（（和和歌歌山山県県統統計計年年鑑鑑））  

  農農家家数数のの推推移移  田田畑畑耕耕作作面面積積  耕耕作作放放棄棄地地面面積積  
平平成成2277年年((22001155年年))  2299,,771133戸戸  3333,,770000  hhaa  44,,666611  hhaa  
令令和和  ２２年年((22002200年年))  2255,,226633戸戸  3311,,880000  hhaa  ※※  

※2020年調査以降、耕作放棄地面積調査は廃止。 

  
新新規規就就農農者者数数（（和和歌歌山山県県政政ニニュューースス令令和和３３年年66月月1177日日））  
令令和和２２年年度度のの新新規規就就農農者者はは１１６６００名名でで、、昨昨年年度度よよりり２２７７名名増増加加ししたた。。そそののううちち、、新新規規学学卒卒者者がが１１００名名((構構成成割割合合

６６％％))、、ＵＵタターーンン就就農農者者がが５５３３名名((３３３３％％))、、新新規規参参入入者者がが４４９９名名((３３１１％％))、、農農業業法法人人等等へへのの就就農農者者がが４４８８名名（（３３００％％））

ででああっったた。。部部門門別別でではは、、果果樹樹がが１１００６６名名（（６６６６％％））でで全全体体のの過過半半をを占占めめたた。。ままたた、、世世代代別別でではは、、青青年年（（３３９９歳歳以以

下下））はは１１００７７名名、、中中高高年年齢齢者者（（４４００歳歳以以上上６６５５歳歳未未満満））はは５５３３名名ででああっったた。。  
  
農農家家ににななるる３３つつのの方方法法  
    ①①農農業業法法人人等等にに就就職職すするる：：  働働ききななががららススキキルルをを身身ににつつけけ、、将将来来的的にに独独立立すするるここととももででききるる。。  
    ②②実実家家等等のの農農業業をを継継ぐぐ、、既既存存農農家家をを経経営営継継承承すするる、、初初期期投投資資額額をを抑抑ええらられれるる。。  
    ③③自自分分でで起起業業すするる      ：：技技術術のの習習得得やや資資金金のの準準備備、、農農地地やや設設備備のの確確保保等等にに初初期期投投資資がが必必要要。。                              

農農地地取取得得後後のの農農地地面面積積のの合合計計がが、、原原則則5500アアーールル※※以以上上ででああるるここととがが必必要要。。  
※※ここのの面面積積はは、、地地域域のの実実情情にに応応じじてて、、農農業業委委員員会会がが引引きき下下げげるるここととがが可可能能でですす。。  

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
趣趣味味やや、、副副業業でで、、暮暮ららししのの中中にに「「農農」」をを取取りり入入れれたたいいとと思思うう人人はは多多いい。。産産業業ととししててのの「「農農業業」」をを守守りり育育ててるるこことと

はは大大切切だだがが、、「「農農家家」」ににななるるににはは超超ええるるべべきき障障壁壁ががああるる、、「「農農」」にに親親ししむむここととははかかななりり簡簡単単ににででききるる。。  
                                       柑柑芦芦和和歌歌山山  編編集集部部  

農農ああるる暮暮ららしし  

「「農農業業」」とと「「農農」」はは違違ううもものの  
「「農農業業にに興興味味ああるるんんでですす」」とと、、いいうう同同世世代代にによよくく会会うう。。とといいううかか、、僕僕ががそそううだだっったた。。  
けけれれどど、、そそれれはは正正確確なな表表現現じじゃゃなないいとと気気づづいいたた。。僕僕はは「「農農」」にに興興味味ががああるる。。「「農農業業」」ににはは、、そそここままでで興興味味ががなな

いい。。  
「「農農業業」」とと「「農農」」、、そそのの違違いいははななににかか。。辞辞書書のの定定義義ななんんかかはは置置いいてておおいいてて、、僕僕ののイイメメーージジでで話話ししまますす。。  
「「農農業業」」とと「「農農」」のの違違いいととはは･･････････  
「「農農業業」」ととはは、、産産業業だだ。。産産業業ととはは、、余余剰剰生生産産をを生生みみ出出しし、、商商品品・・ササーービビススのの交交換換ををすするる活活動動でであありり、、そそのの根根

本本ににはは、、売売買買とと利利益益ががああるるイイメメーージジだだ。。  
一一方方でで「「農農」」ととはは、、ももっっとと漠漠然然ととししたた意意味味合合いい。。そそれれはは、、暮暮ららししでであありり、、心心構構ええでであありり、、生生きき方方だだ。。  
土土ののななかかでで生生ききてていいるる人人、、生生きき物物とと向向きき合合っってて生生ききてていいるる人人、、自自然然とといいっっししょょにに生生ききてていいるる人人。。  
そそんんなな人人をを見見てて、、僕僕はは「「農農」」的的だだとと感感じじるる。。  
「「農農業業」」はは、、仕仕事事っっぽぽくく、、行行動動的的でで、、実実際際ににああるる感感覚覚。。  「「農農」」はは、、精精神神的的でで、、目目ににはは見見ええなないい感感覚覚。。  
「「農農業業的的なな暮暮ららしし」」ととはは言言わわなないいがが、、「「農農的的なな暮暮ららしし」」ととはは言言ううののはは、、そそんんなな感感覚覚かかららななののかかなな。。  

以以上上  つつばばささのの軌軌跡跡：：hhttttppss::////ttssuubbaassaakkaattoo..hhaatteennaabblloogg..ccoomm//  かからら  
京京大大卒卒。。新新卒卒のの22001188年年春春、、鳥鳥取取県県智智頭頭町町にに移移住住しし、、社社員員22名名のの林林業業会会社社にに就就職職。。林林業業家家をを志志すす。。  
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年年会会費費おお支支払払いいののおお願願いい  
和和歌歌山山支支部部はは支支部部会会員員のの年年会会費費にによよりり運運営営維維持持さされれてていいまますす。。年年会会費費はは33,,000000円円

でで主主にに支支部部事事務務局局のの運運営営、、柑柑芦芦わわかかややままのの発発刊刊にに使使わわれれまますす。。ままたた本本会会のの機機関関誌誌

「「柑柑芦芦」」はは原原則則ととししてて会会費費納納入入者者にに送送付付ささせせてていいたただだいいてておおりりまますす。。  
おお支支払払いいはは、、同同封封のの振振込込用用紙紙（（郵郵便便局局用用とと紀紀陽陽銀銀行行用用））ののいいずずれれかかををおお使使いいくくだだ

ささいい。。  
ななおお、、ネネッットト等等のの振振込込にに関関ししててはは、、下下記記支支部部のの銀銀行行口口座座ににおお願願いいいいたたししまますす。。そそ

のの際際ににははおお名名前前のの前前にに卒卒業業期期等等をを入入れれててくくだだささいい（（例例：：ケケイイ4422ココウウロロタタロロウウ））。。  
紀紀陽陽銀銀行行  本本店店営営業業部部  普普通通預預金金778899221166  

支支部部ホホーームムペペーージジをを開開設設ししままししたた  kourowakayama.comでで検検索索  
昨昨年年よよりり遅遅れればばせせななががらら支支部部ののホホーームムペペーージジをを開開設設いいたたししままししたた。。一一度度検検索索しし

ててごご覧覧くくだだささいい。。  
ままだだままだだ未未完完ななががらら今今後後はは、、支支部部機機関関誌誌のの発発行行やや総総会会ののおお知知ららせせ等等ににつついいててはは

HHPPににてて広広報報すするる予予定定でですすののでで、、よよろろししくくおお願願いいいいたたししまますす。。ななおお、、各各支支部部会会員員

へへのの連連絡絡はは今今後後EE--mmaaiill ににてて行行いいたたいいとと思思っってておおりりまますすののでで、、支支部部ののメメーールルアアドド

レレスス宛宛にに皆皆様様方方ののメメーールルアアドドレレススををおお知知ららせせいいたただだききたたくくよよろろししくくおお願願いいいいたた

ししまますす。。そそのの際際ににははおお名名前前ととととももにに卒卒業業期期等等のの記記載載（（例例：：経経済済学学部部 4422 期期柑柑芦芦太太

郎郎））ををおお願願いい致致ししまますす。。kkoouurroowwaakkaayyaammaa@@ggmmaaiill..ccoomm  
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令令和和33年年度度会会計計報報告告 柑柑芦芦会会和和歌歌山山支支部部

１１．．一一般般会会計計のの部部

【【収収支支計計算算書書】】 自 令和3年4月1日　至　令和4年3月31日 単位：円

科目 予算額 実行額 摘　　要 科目 予算額 実行額 摘　　要

前年度繰越額 1,664,511 1,664,511 総会費 350,000 45,353 ﾙﾐｴｰﾙ華月殿

会員年会費 450,000 489,000 3000円×163 名 支部ニュース発行費 450,000 523,294 「柑芦わかやま」43・44号
総会会費 120,000 0 通信費 650,000 774,411 会員宛文書・柑芦わかやま送料等

柑芦会運営補助金 380,000 380,000 通信費助成金等 印刷費 50,000 111,100 案内状・封筒等印刷

預金利息 10 5 紀陽銀行普通 事務所費 120,000 120,000 支部事務所借室

雑収入 50,000 10,000 総会祝金 会議費 50,000 0
慶弔費 80,000 3,020 他支部祝金、会員慶弔等

雑費 50,000 31,852 振込手数料、出張旅費等

　支出合計 1,800,000 1,609,030
次年度繰越金 864,521 934,486

　合　　計 2,664,521 2,543,516 　合　　計 2,664,521 2,543,516
【【貸貸借借対対照照表表】】

科目 令和3年3月31日 令和4年3月31日 摘　　要 科目 令和3年3月31日 令和4年3月31日 摘　　要

普通預金 170,441 681,426 紀陽銀行本店 正味財産 1,664,511 934,486
当座預金 1,494,070 253,060 ゆうちょ銀行

　合　　計 1,664,511 934,486 　合　　計 1,664,511 934,486

２２．．基基金金のの部部
【【収収支支計計算算書書】】 自 令和3年4月1日　至　令和4年3月31日 単位：円

科目 予算額 実行額 摘　　要 科目 予算額 実行額 摘　　要

前年度繰越額 899,524 899,524 就活・交流支援金 100,000 100,000 留学生/硬式野球部支援

雑収入 100 8 普通預金利息 （各5万円）

次年度繰越金 799,624 799,532
　合　　計 899,624 899,532 　合　　計 899,624 899,532
【【貸貸借借対対照照表表】】

科目 令和3年3月31日 令和4年3月31日 摘　　要 科目 令和3年3月31日 令和4年3月31日 摘　　要

普通預金 899,524 799,532 紀陽銀行本店 正味財産 899,524 799,532
　合　　計 899,524 799,532 　合　　計 899,524 799,532

令令和和44年年度度収収支支予予算算書書((案案）） 柑柑芦芦会会和和歌歌山山支支部部

１１．．一一般般会会計計のの部部
【【収収支支計計算算書書】】 自 令和4年4月1日　至　令和5年3月31日 単位：円

科目 予算額 昨年実行額 摘　　要 科目 予算額 昨年実行額 摘　　要

前年度繰越額 934,486 1,664,511 総会費 500,000 45,353 ダイワロイネット和歌山

会員年会費 480,000 489,000 3000円×160名 支部ニュース発行費 250,000 523,294 「柑芦わかやま」45号
総会会費 280,000 0 7000円×40名 通信費 300,000 774,411 文書送付料外

柑芦会運営補助金 380,000 380,000 通信費助成金等 印刷費 50,000 111,100 文書外印刷費

預金利息 4 5 紀陽銀行普通 事務所費 120,000 120,000 支部事務所借室

雑収入 50,000 10,000 総会祝金等 会議費 50,000 0 幹部役員会等

慶弔費 80,000 3,020 会員・大学慶弔支部祝金等

雑費 50,000 31,852 振込手数料、出張旅費等

　支出合計 1,400,000 1,609,030
次年度繰越金 724,490 934,486

　合　　計 2,124,490 2,543,516 　合　　計 2,124,490 2,543,516

２２．．基基金金のの部部
【【収収支支計計算算書書】】 自 令和4年4月1日　至　令和5年3月31日 単位：円

科目 予算額 昨年実行額 摘　　要 科目 予算額 昨年実行額 摘　　要

前年度繰越額 799,532 899,524 紀陽銀行・普通 就活・交流支援金 100,000 100,000 留学生活動交流等支援

雑収入 5 8 普通預金利息

次年度繰越金 699,537 799,532
　合　　計 799,537 899,532 　合　　計 799,537 899,532

収入の部 支出の部

収入の部 支出の部

収入の部 支出の部

収入の部 支出の部
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 皆皆様様、、ここんんににちちはは。。和和歌歌山山大大学学大大学学院院経経済済研研究究科科のの

庄庄秀秀（（シショョウウ  シシュュウウ））とと申申ししまますす。。  
私私はは中中国国遼遼寧寧省省大大連連市市出出身身でであありり、、大大学学卒卒業業後後

22001177 年年 1122 月月来来日日ししままししたた。。日日本本語語学学校校でで日日本本語語をを

勉勉強強しし、、22001199年年44月月経経済済研研究究科科のの研研究究生生ととししてて和和歌歌

山山大大学学にに入入学学しし、、一一年年後後のの22002200年年大大学学院院にに進進学学ししまま

ししたた。。  

大大学学院院進進学学前前にに新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染症症がが流流行行
は や

りり始始ままっっててももうう 22 年年間間でですす。。ここのの 22 年年間間ははちちょょううどど

大大学学院院のの 22 年年間間ででししたた。。ココロロナナのの影影響響でで留留学学生生活活はは

一一変変ししままししたた。。  
ままずず、、従従来来のの対対面面方方式式のの授授業業かかららオオンンラライインン授授業業まま

たたオオンンデデママンンドドににななりりままししたた。。パパワワーーポポイインントトをを見見るる

オオンンラライインンででのの授授業業はは密密度度がが濃濃いいももののがが多多くく、、日日本本語語

能能力力不不足足でで理理解解ででききななかかっったた点点はは多多かかっったたでですす。。  
パパワワーーポポイインントトをを何何回回もも見見返返すす必必要要ががああっったたりり、、課課

題題もも多多かかっったたりりとと、、負負担担がが大大ききかかっったたでですす。。    
大大学学ににもも行行けけななくくななりり、、大大学学図図書書館館がが使使ええなないいたためめ

資資料料をを探探すすににはは大大変変ででししたた。。幸幸いい和和歌歌山山大大学学図図書書館館かか

らら欲欲ししいい本本ををごご郵郵送送頂頂きき、、大大変変助助かかりりままししたた。。  
そそししてて、、修修士士論論文文のの作作成成、、報報告告ははすすべべててオオンンラライインン

でで行行わわれれ、、先先生生ににもも出出会会ええななかかっったたがが、、丁丁寧寧ににごご指指導導

いいたただだきき、、修修士士論論文文をを完完成成しし、、卒卒業業ががででききままししたた。。  
  生生活活がが制制約約さされれるる中中、、日日本本にに就就職職すするるたためめ自自分分のの価価

値値をを高高めめたたいいとと考考ええままししたた。。学学校校にに行行けけなないいののでで、、自自

学学でで日日本本語語能能力力試試験験 NN11 とと簿簿記記のの資資格格をを取取得得ししまましし

たた。。昨昨年年かからら就就職職活活動動ををややっってていいままししたたがが、、ななかかななかか

いいいい結結果果がが得得らられれななくく、、今今ままだだ就就職職先先がが決決ままっってていいまま

せせんん。。  
そそのの中中、、私私はは IITTススククーールルのの授授業業をを試試ししててププロロググララ

ミミンンググにに興興味味ががあありりままししたた。。現現在在オオンンラライインンでで IITT授授

業業にに通通っっててププロロググララミミンンググをを習習得得しし、、IITT 会会社社をを志志望望

しし、、就就職職活活動動ををししてていいまますす。。  
ココロロナナ禍禍のの影影響響でで、、アアルルババイイトト先先のの出出勤勤日日数数ももかかなな

りり少少ななくくななりりままししたた。。両両親親かかららのの仕仕送送りりがが難難ししくく、、生生

活活にに困困っってていいままししたたがが、、幸幸いいににロローータタリリーー米米山山

奨奨学学金金にに採採用用ししてていいたただだきき、、ななんんととかか留留学学生生活活

ををややっっててききままししたた。。  
更更にに、、毎毎日日在在宅宅ななののでで日日本本語語会会話話能能力力はは伸伸びび

ななかかっったたがが、、WWIINN ココンンココーードドののごご支支援援でで活活動動

にに参参加加ししてて日日本本文文化化をを体体験験しし、、日日本本語語でで話話ししてて、、日日本本

のの社社会会ににつついいててもも理理解解すするるよよううににななっっててききままししたた。。  
  ココロロナナ禍禍でで思思わわななかかっったた留留学学生生活活をを送送るるここととにになな

りりままししたたがが、、大大学学先先生生、、日日本本人人のの方方ののごご指指導導ののごご支支援援

ののおおかかげげでで順順調調にに卒卒業業しし自自立立でで留留学学すするるここととががでできき、、

皆皆様様にに大大変変感感謝謝ししまますす。。  

今今後後どどののよよううなな社社会会状状況況ににななるるかか読読めめなないい中中でで、、日日

本本のの社社会会へへのの理理解解もも深深めめるる必必要要ががあありりまますすがが、、22年年間間

のの留留学学生生活活でで養養っったた順順応応力力をを発発揮揮ししてて日日本本でで一一人人前前

のの社社会会人人ににななるるよようう努努力力ししまますす。。  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          

留学生寄稿  「コロナ禍での留学生活」 

和和歌歌山山大大学学大大学学院院経経済済研研究究科科  庄庄秀秀（（シショョウウシシュュウウ））ささんん  
 

 
「「貨貨幣幣とと食食料料ににつついいてて考考ええるる」」をを特特集集ししままししたた。。  
  令令和和22年年（（22002200年年））、、全全世世界界にに新新型型ココロロナナ感感染染

症症がが蔓蔓延延しし、、変変異異ウウイイルルススにによよるる第第６６波波のの収収束束がが見見

通通せせなないい中中でで、、令令和和44年年（（22002222年年））22月月2244日日、、ロロ

シシアアののウウククラライイナナ侵侵攻攻がが始始ままりりままししたた。。  
食食料料、、医医療療、、エエネネルルギギーー、、交交通通ななどどをを守守るるここととのの

重重要要性性がが、、再再認認識識さされれてていいまますす。。    
今今号号もも和和歌歌山山大大学学のの先先生生方方やや同同窓窓生生ななどど、、多多くくのの

皆皆様様ののごご協協力力をを頂頂ききままししたた。。おお礼礼申申しし上上げげまますす。。  
  

「「柑柑芦芦わわかかややまま」」編編集集委委員員  
松松野野浩浩行行、、山山中中盛盛義義、、西西川川一一弘弘  

（（事事務務局局））渥渥美美正正道道、、渥渥美美盛盛也也  
ggooooddwwiillllppaarrttyy@@ggmmaaiill..ccoomm 

 
 
 
 

 編編集集後後記記  
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